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１．目的 

生物多様性ふなばし戦略＜改定版＞ 行動計画（以下「本計画」という。）は、令和

４年３月に策定した生物多様性ふなばし戦略＜改定版＞（以下「戦略」という。）に

設定した各目標を達成することを目的とします。また、本計画は、戦略の「第５章 施

策の展開」にかかる内容とします。 

 

２．本計画の位置づけ 

  戦略は、「台地から海へ 水・緑・生命
い の ち

と共に暮らす都市
ま ち

」を基本理念に掲げ、基

本理念の実現に向けた取り組みを定めています。本計画は、戦略の行動計画として位

置づけられたものであり、より具体的な取組を定めます。 

 

３．本計画の構成 

  本計画は、第１章で戦略管理指標（状態指標及び目標指標）における令和５年度の

実績見込（令和６年２月末時点）を示すとともに、戦略の目標年度である令和８年度

時点の目標数値と令和６年度の目標数値を明らかにします。 

第２章では、以下のとおり施策番号ごとに、令和５年度の進捗見込（令和６年２月

末時点）を示すとともに、令和８年度時点で目指すべき取組内容と令和６年度に実施

予定の取組内容を明らかにします。 

 

基本方針１ 台地から浅海域までを結ぶ多様な自然環境の保全と利用 

１．樹林地の保全と利用           施策番号（１～３） 

２．畑地・水田の保全と利用          施策番号（４～１０） 

３．草地の保全と利用            施策番号（１１） 

４．干潟・浅海域の保全と利用        施策番号（１２～１７） 

５．河川の保全と利用            施策番号（１８～２１） 

６．公園・緑地の整備            施策番号（２２～２８） 

７．風致地区の維持・保全          施策番号（２９～３０） 

８．侵略的外来種対策の推進         施策番号（３１～３４） 

９．自然環境モニタリングの実施       施策番号（３５～３８） 

 

基本方針２ 生き物を育む水循環の確保 

１．水量の確保・地下水涵養の促進      施策番号（３９～４１） 

２．水質等の保全              施策番号（４２～４３） 

 

基本方針３ 生物多様性を活かした取組の推進 

１．生物多様性と文化のつながりの継承    施策番号（４４～４７） 
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２．生物多様性を活用したまちづくりの推進  施策番号（４８～５７） 

 

基本方針４ 普及啓発・環境教育の推進 

１．環境学習機会の拡充           施策番号（５８～６８） 

２．人材育成の実施             施策番号（６９～７０） 

 

基本方針５ 多様な主体の取組の推進 

１．多様な主体の取組の支援         施策番号（７１～７６） 

２．多様な主体の連携の促進         施策番号（７７～８０） 

 

 

本計画は、当該年度における具体的な事業展開を定め、船橋市環境審議会の意見を得

て策定しています。 
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第１章 戦略管理指標（状態指標及び目標指標） 

 

戦略では、戦略管理指標として中間年度と目標年度で数値目標を定め、進捗状況

を定期的に点検・評価しています。 

戦略管理指標には、施策の成果だけでなく、様々な要因によって変動する「状態指

標」（例：全窒素の環境基準達成率など）と施策の成果が主な変動要因となる「目標

指標」（例：イベントの来場者数など）があります。 

 次頁から、状態指標、目標指標の順に現状値と目標値を明らかにします。 
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■状態指標 

基本方針①　台地から浅海域までを結ぶ多様な自然環境の保全と利用

現状値（見込） 目標値

消費生活セン
ター

54.5% 調査実施せず 60.3% 68% 65% 70%

環境保全課 100% 75% 0% 100% 100％ 100%

環境保全課 50% 50% 0% 100% 100％ 100%

環境保全課 75% 75% 75% 100% 100％ 100%

環境保全課 5回 1回 4回 0回 0回 0回

環境政策課 26,631羽★３ 41,552羽 23,633羽
2万羽以上維持

（毎年度）
2万羽以上維持

（毎年度）
2万羽以上維持

（毎年度）

環境政策課 306羽★５ 394羽 433羽
100羽以上維持

（毎年度）
100羽以上維持

（毎年度）
100羽以上維持

（毎年度）

★1

★2

★3

★4

★5

環境保全課 100% 100% 100% 100% 100％ 100%

環境保全課 33% 67% 33% 100% 100％ 100%

環境保全課 10% 70% 70% 100% 100％ 100%

環境政策課 調査実施前 調査実施前 37.5%
割合の向上
（調査毎）

割合の向上
（調査毎）

割合の向上
（調査毎）

★1

★2

★3

【状態指標】
ガンカモ類の個体数★2

【状態指標】
ミヤコドリの個体数★4

基本的な施策①-4　干潟・浅海域の保全と利用

【状態指標】
全窒素の環境基準達成率
（海域）★1

平成25年～27年の冬・春の観測（モニタリングサイト1000 シギチドリ類調査）の平均値。

調査地点については、利用目的などに応じて定められた類型指定されている海域を対象とします。

 ・全窒素、全りんの海域調査地点(右記4地点)【Ⅳ類型：船橋1(航路A)、船橋2(船橋沖)、航路C、海苔漁場】

 ・CODの海域調査地点(右記4地点)【B類型：船橋2(船橋沖)、海苔漁場】、【C類型：船橋1(航路A)、航路C】

基本的な施策①-３　草地の保全と利用　状態指標なし

基準値
現状

（2023年度）
（令和5年度）

目標値

戦略策定時
（2015年度）
（平成27年度）

戦略改定時
（2020年度）
（令和2年度）

当該行動計画
（2024年度）
（令和6年度）

戦略目標年度
（2026年度）
（令和8年度）

戦略管理指標 担当課

基本的な施策①-1　樹林地の保全と利用　状態指標なし

基本的な施策①-2　畑地・水田の保全と利用

【状態指標】
地場食材を意識して購入
している市民の割合

【状態指標】
全りんの環境基準達成率
（海域）★1

【状態指標】
CODの環境基準達成率
（海域）★1

【状態指標】
青潮などの年間発生回数

ラムサール条約の国際的な基準5（定期的に2万羽以上の水鳥）を満たすものです。

平成25年～27年の冬の観測（ガンカモ類の生息調査［通称　全国ガンカモ一斉調査］）の平均値。

ラムサール条約の国際的な基準6（水鳥の1種または1亜種の個体群で、個体数の1％を満たすミヤコドリ100羽以上）を満たすものです。

基本的な施策①-5　河川の保全と利用

【状態指標】
BODの環境基準達成率
（河川）★1

【状態指標】
印旛沼流域におけるBOD
濃度3mg/L以下達成率
★2

【状態指標】
海老川流域におけるBOD
濃度3mg/L以下達成率
★3

【状態指標】
水辺を身近に感じる市民
の割合

調査地点（右記3地点）【桑納川：金堀橋】、【二重川：長殿橋】、【鈴身川：鈴身】

調査地点（右記10地点）【海老川：八千代橋、さくら橋、八栄橋】、【前原川：相之谷橋】、【飯山満川：東橋】、【念田川：念田橋】、【高根
川：高根】、【北谷津川：金杉下】、【長津川（下流）：北本町】、【長津川（上流）：夏見】

BODの河川調査地点（右記5地点）【海老川E類型：八千代橋、さくら橋、八栄橋】、【真間川E類型：柳橋】、【桑納川D類型：金堀橋】

調査地点については、利用目的などに応じて定められた類型指定されている河川を対象とします。
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現状値（見込） 目標値

公園緑地課 3.16㎡/人 3.37㎡/人 3.39㎡/人 3.47㎡/人 3.50㎡/人
3.63㎡/人

（令和7年度）

基本方針②　生き物を育む水循環の確保

現状値（見込） 目標値

環境保全課 100% 75% 0% 100% 100％ 100%

環境保全課 50% 50% 0% 100% 100％ 100%

環境保全課 75% 75% 75% 100% 100％ 100%

環境保全課 100% 100% 100% 100% 100％ 100%

基本方針③　生物多様性を活かした取組の推進

現状値（見込） 目標値

環境政策課 調査実施前 調査実施前 63.5%
満足度の向上
（調査毎）

満足度の向上
（調査毎）

満足度の向上
（調査毎）

基本的な施策①-6　公園・緑地の整備

【状態指標】
市民一人当たりの都市公
園面積

基本的な施策①-9　自然環境モニタリングの実施　　状態指標なし

基本的な施策①-７　風致地区の維持・保全　　状態指標なし

基本的な施策①-８　侵略的外来種対策の推進　　状態指標なし

戦略管理指標 担当課

基準値 現状

（2022年度）
（令和4年度）

目標値

戦略策定時
（2015年度）
（平成27年度）

基本的な施策②-2　水質等の保全

【状態指標】
全窒素の環境基準達成率
（海域）〈再掲〉

【状態指標】
全りんの環境基準達成率
（海域）〈再掲〉

【状態指標】
CODの環境基準達成率
（海域）〈再掲〉

【状態指標】
BODの環境基準達成率
（河川）〈再掲〉

基本的な施策②-1　水量の確保・地下水涵養の促進　状態指標なし

戦略改定時
（2020年度）
（令和2年度）

当該行動計画
（2023年度）
（令和６年度）

戦略目標年度
（2026年度）
（令和8年度）

基本的な施策③-1　生物多様性と文化のつながりの継承　状態指標なし

基本的な施策③-2　生物多様性を活用したまちづくりの推進

【状態指標】
みどりに対する満足度

戦略管理指標 担当課

基準値
現状

（2023年度）
（令和5年度）

目標値

戦略策定時
（2015年度）
（平成27年度）

戦略改定時
（2020年度）
（令和2年度）

当該行動計画
（2024年度）
（令和6年度）

戦略目標年度
（2026年度）
（令和8年度）

戦略目標年度
（2026年度）
（令和8年度）

戦略管理指標 担当課

基準値
現状

（2023年度）
（令和5年度）

目標値

戦略策定時
（2015年度）
（平成27年度）

戦略改定時
（2020年度）
（令和2年度）

当該行動計画
（2024年度）
（令和6年度）
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基本方針④　普及啓発・環境教育の推進

現状値（見込） 目標値

環境政策課 調査実施前 調査実施前 40.6%
認知度の向上
（調査毎）

認知度の向上
（調査毎）

認知度の向上
（調査毎）

環境政策課 859,127人 407,012人 利用者数の増加 利用者数の増加 利用者数の増加

基本方針⑤　多様な主体の取組の推進

現状値（見込） 目標値

戦略管理指標 担当課

基準値
現状

（2023年度）
（令和5年度）

目標値

戦略策定時
（2015年度）
（平成27年度）

戦略改定時
（2020年度）
（令和2年度）

当該行動計画
（2024年度）
（令和6年度）

戦略目標年度
（2026年度）
（令和8年度）

基本的な施策④-2　人材育成の実施　状態指標なし

基本的な施策⑤-1　多様な主体の取組の支援　状態指標なし

基本的な施策⑤-2　多様な主体の連携の促進　状態指標なし

基本的な施策④-1　環境学習機会の拡充

【状態指標
生物多様性の認知度

【状態指標】
レクリエーション施設な
ど利用者数

戦略管理指標 担当課

基準値
現状

（2023年度）
（令和5年度）

目標値

戦略策定時
（2015年度）
（平成27年度）

戦略改定時
（2020年度）
（令和2年度）

当該行動計画
（2024年度）
（令和6年度）

戦略目標年度
（2026年度）
（令和8年度）
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■目標指標 

基本方針①　台地から浅海域までを結ぶ多様な自然環境の保全と利用

現状値（見込） 目標値

公園緑地課
206ha

(平成25年度)
★1

194ha 197ha 205ha 216ha
226ha

（令和7年度）

★1

農水産課 149人 359人 413人 会員数の増加 会員数の増加 会員数の増加

農水産課 1,146区画 1,054区画 698区画 1,375区画 1,482区画 1,700区画

保健体育課 56.10% 62.20% 73.5% 71% 76% 80%

環境政策課
590人

★1
437人

★1
646人 700人 800人

1,000人以上
（毎年度）

商工振興課 132,763人
0人
★3 

48,540人 維持 維持 維持

環境保全課
★4

16% 28.8% 33% 40% 45% 50%

農水産課 325人 511人 557人 679人 735人 850人

★1

★2

環境保全課
47%
★1

42% 34% 52% 53% 55%

河川整備課 4,570m 5,110m 5,110m 5,110ｍ 5,190m 6,560ｍ

河川整備課 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 １箇所 5箇所

下水道河川
計画課

82% 90% 算定中 普及率の向上 95%
95%

（令和6年度）

環境保全課
★２

16% 28.8% 33% 40% 45% 50%

基本的な施策①-1　樹林地の保全と利用

【目標指標】
樹林地を維持・保全する
ための施策の実施面積

「船橋市緑の基本計画」を改訂する際に調査しており、平成25年度が最新の数値となります。

基本的な施策①-2　畑地・水田の保全と利用

【目標指標】
援農ボランティアの会員
数

【目標指標】
ふるさと農園区画数

戦略管理指標 担当課

基準値 現状

（2023年度）
（令和5年度）

目標値

戦略策定時
（2015年度）
（平成27年度）

戦略改定時
（2020年度）
（令和2年度）

当該行動計画
（2024年度）
（令和6年度）

戦略目標年度
（2026年度）
（令和8年度）

【目標指標】
漁業体験・講座の参加者
数

三番瀬クリーンアップの参加延人数は、年度ごとに変動が大きいため、基準値は平成25～27年度の平均、現状値は平成30～令和2年度の平均とし
ております。

潮干狩り入場者数は、開催期間中（4月～6月）の入場者数を示します。

基本的な施策①-5　河川の保全と利用

【目標指標】
排水規制に係る立入検査
実施率

【目標指標】
地場産物の食材を活用し
た「食に関する指導」の
授業を実施した学校の割
合

基本的な施策①-３　草地の保全と利用　目標指標なし

基本的な施策①-4　干潟・浅海域の保全と利用

【目標指標】
三番瀬クリーンアップ参
加延人数

【目標指標】
潮干狩り入場者数 ★2

【目標指標】
高度処理型合併処理浄化
槽の普及率

★3　令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、潮干狩りが未実施となったことによるものです。 
★4　令和４年度より廃棄物指導課から環境保全課に事務移管されました。 

【目標指標】
多自然川づくり改修延長

【目標指標】
水辺空間の整備箇所数

【目標指標】
公共下水道普及率

【目標指標】
高度処理型合併処理浄化
槽の普及率〈再掲〉

★1　水質汚濁防止法に基づく特定事業場（湖沼法のみなし施設を有する事業場を含む：平成27年度末460事業場）を対象に行った立入検査の実施率。
★2　令和４年度より廃棄物指導課から環境保全課に事務移管されました。  

 

  



8 

 

現状値（見込） 目標値

公園緑地課 198ha 218ha 220ha 223ha 227ha
231ha

（令和7年度）

環境政策課 調査実施前
30件
★1

198件 90件 200件 200件

環境政策課
c評価

（平成28年度）
c評価

（令和3年度）
c評価 c評価 c評価 ｂ評価

★1

★2

基本方針②　生き物を育む水循環の確保

現状値（見込） 目標値

道路維持課
累計

111,422㎡
累計

136,187㎡
累計

14１,０５７㎡
累計

139,600㎡
累計

143,900㎡
累計

156，800㎡

下水道河川計
画課

54% 57% 58% 58% 58% 60%

公園緑地課
206ha

(平成25年度)
★1

194ha 197ha 205ha 216ha
226ha

（令和7年度）

公園緑地課 198ha 218ha 220ha 223ha 227ha
231ha

（令和7年度）

★1

戦略管理指標 担当課

基準値 現状

（2023年度）
（令和5年度）

目標値

基本的な施策①-7　風致地区の維持・保全　目標指標なし

基本的な施策①-8　侵略的外来種対策の推進　目標指標なし

基本的な施策①-9　自然環境モニタリングの実施

【目標指標】
指標種のモニタリング調
査報告件数

【目標指標】
動植物種の状況 ★2

令和２年度から実施しているため、令和2年度を基準値としています。

戦略策定時
（2015年度）
（平成27年度）

戦略改定時
（2020年度）
（令和2年度）

当該行動計画
（2024年度）
（令和6年度）

戦略目標年度
（2026年度）
（令和8年度）

基本的な施策①-6　公園・緑地の整備

【目標指標】
都市公園の総面積

基本的な施策②-1　水量の確保・地下水涵養の促進

【目標指標】
透水性舗装の整備実績

【目標指標】
流域貯留浸透事業に基づ
いて整備した雨水貯留浸
透施設の整備率

【目標指標】
樹林地を維持・保全する
ための施策の実施面積
〈再掲〉

【目標指標】
都市公園の総面積〈再
掲〉

「船橋市緑の基本計画」を改訂する際に調査しており、平成25年度が最新の数値となります。

「都市における生物多様性指標（簡易版）」（国土交通省）の指標４「動植物種の状況（都市に生息・生育する動植物種数に関する調査の実施状
況）」による評価で、a（毎年実施）からe（未実施）の５段階評価となっています。

戦略管理指標 担当課

基準値 現状

（2023年度）
（令和5年度）

目標値

戦略策定時
（2015年度）
（平成27年度）

戦略改定時
（2020年度）
（令和2年度）

当該行動計画
（2024年度）
（令和6年度）

戦略目標年度
（2026年度）
（令和8年度）
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現状値（見込） 目標値

環境保全課
★１

16% 28.8% 33% 40% 45% 50%

環境保全課 47% 42% 34% 52% 53% 55%

河川整備課 4,570m 5,110m 5,110m 5,110ｍ 5,190m 6,560ｍ

下水道河川
計画課

82% 90% 算定中 普及率の向上 95%
95%

（令和6年度）

★１

基本方針③　生物多様性を活かした取組の推進

現状値（見込） 目標値

文化課 49件 49件 49件 49件 49件 現状維持

道路維持課 7路線 9路線 11路線 12路線 13路線 17路線

公園緑地課 97箇所 94箇所 99箇所 103箇所 112箇所
120箇所

（令和7年度）

都市計画課 0.79% 0.95% 0.95% 1.20% 1.23% 1.30%

公園緑地課 31団体 28団体 27団体 35団体 45団体
55団体

（令和7年度）

戦略管理指標 担当課

基準値 現状

（2023年度）
（令和5年度）

目標値

戦略策定時
（2015年度）
（平成27年度）

戦略改定時
（2020年度）
（令和2年度）

当該行動計画
（2024年度）
（令和6年度）

戦略目標年度
（2026年度）
（令和8年度）

戦略策定時
（2015年度）
（平成27年度）

戦略改定時
（2020年度）
（令和2年度）

当該行動計画
（2024年度）
（令和6年度）

戦略目標年度
（2026年度）
（令和8年度）

基本的な施策③-1　生物多様性と文化のつながりの継承

【目標指標】
指定・登録文化財の数

基本的な施策②-2　水質等の保全

【目標指標】
高度処理型合併処理浄化
槽の普及率〈再掲〉

【目標指標】
排水規制に係る立入検査
実施率〈再掲〉

【目標指標】
多自然川づくり改修延長
〈再掲〉

【目標指標】
公共下水道普及率〈再
掲〉

戦略管理指標 担当課

基準値 現状

（2023年度）
（令和5年度）

目標値

令和４年度より廃棄物指導課から環境保全課に事務移管されました。 

基本的な施策③-2　生物多様性を活用したまちづくりの推進

【目標指標】
街路樹改植済み路線数

【目標指標】
ふれあい花壇実施箇所数

【目標指標】
環境共生まちづくり条例
第4条にもとづく「地区
環境形成計画書」による
協議締結面積の割合

【目標指標】
花いっぱいまちづくり参
加団体数
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基本方針④　普及啓発・環境教育の推進

現状値（見込） 目標値

環境政策課
公民館

680人
★2

2,305人
★2

3,227人 2,450人 2,600人 3,000人

環境政策課
社会教育課
公民館

1,663人
★4

1,957人
★4

2,227人 2,000人 2,100人
2,300人以上
（毎年度）

環境政策課
4,500人

★5
973人

★5
1,820人 1,425人 2,100人

3,000人以上
（毎年度）★6

環境政策課 １回 １回 2回 2回 2回 3回

環境政策課
25,236人

（平成29年度）
★7

17,895人 62,４00人 51,700人 58,000人 58,000人

環境政策課
988人

（平成29年度）
★9

885人 4,210人 2,200人 2,600人 2,600人

★1

★2

★3

★4

★5

★6

★7

★8

★9

環境政策課 実施前 実施前 30人 30人 30人 60人

戦略管理指標 担当課

基準値 現状

（2023年度）
（令和5年度）

目標値

【目標指標】
環境に関する講座の参加
延人数 ★3

【目標指標】
環境フェア来場者数

【目標指標】
環境新聞「エコふなば
し」発行回数

【目標指標】
ふなばし三番瀬環境学習
館の総利用者数

【目標指標】
ふなばし三番瀬環境学習
館で実施する野外ワーク
ショップの参加人数

自然観察会などの具体的内容

戦略策定時
（2015年度）
（平成27年度）

戦略改定時
（2020年度）
（令和2年度）

当該行動計画
（2024年度）
（令和6年度）

戦略目標年度
（2026年度）
（令和8年度）

基本的な施策④-1　環境学習機会の拡充

【目標指標】
自然観察会などの参加延
人数 ★1

環境に関する講座の参加延人数は、年度ごとに変動が大きいため、基準値は平成25～27年度の平均、現状値は平成30～令和2年度の平均としてお
ります。

環境フェア来場者数は、年度ごとに変動が大きいため、基準値は平成25～27年度の平均、現状値は平成30～令和2年度の平均としております。

 平成30年度から会場が変更となり、来場者数のカウント方法を見直したため、目標値を修正しました。

平成29年7月オープンの施設であるため、平成29年度の入場者数を示します。

オープン後の利用状況を考慮した、常設展以外の利用者も含めた総利用者数を示します。

平成29年7月オープンの施設であるため、平成29年度の参加人数を示します。

・環境政策課が実施する自然散策会、三番瀬生き物さがし、セミのぬけがら調査

・公民館で実施する自然観察に関する講座

自然観察会などの参加延人数は、年度ごとに変動が大きいため、基準値は平成25～27年度の平均、現状値は平成30～令和2年度の平均としていま
す。

環境に関する講座の具体的内容

・環境に関する出前講座、訪問学習、環境学習講座

・公民館で実施する環境に関する講座

基本的な施策④-2　人材育成の実施

【目標指標】
ふなばしエコカレッジ卒
業生数

 

 

  



11 

 

基本方針⑤　多様な主体の取組の推進

現状値（見込） 目標値

環境政策課 10クラブ 8クラブ 13クラブ 増加 増加 増加

環境政策課 実施前 実施前 集計中 累計35人 累計55人
180人

（累計）

クリーン
推進課

3,102人 実施せず 約4,140人 8,600人 8,900人 9,500人

戦略目標年度
（2026年度）
（令和8年度）

基本的な施策⑤-1　多様な主体の取組の支援

【目標指標】
こどもエコクラブ登録団
体数

【目標指標】
ふなばしエコカレッジ卒
業後の体験入団数

基本的な施策⑤-2　多様な主体の連携の促進

【目標指標】
船橋をきれいにする日参
加人数

戦略管理指標 担当課

基準値 現状

（2023年度）
（令和5年度）

目標値

戦略策定時
（2015年度）
（平成27年度）

戦略改定時
（2020年度）
（令和2年度）

当該行動計画
（2024年度）
（令和6年度）
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第２章 生物多様性ふなばし戦略＜改定版＞ 行動計画 

 

  戦略では、基本的な施策ごとに船橋市が進めていく具体的な取組を定め、その進捗

状況については毎年度、点検・評価を行うとともに、数値化が可能なものは、戦略管

理指標として数値目標を定め、把握していくこととしています。 

本計画は、目標年度である令和８年度時点での取組及び関連する目標値及び令和６

年度の年度計画と目標値を明らかにするものです。 
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■行動計画の見方 

生物多様性ふなばし戦略（改定版）　　行動計画（原案）

　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

❶ 具体的な取組

❷
関連する
目標指標

目標指標の
目標値

（令和7年度）
226ha

目標指標の
目標値

205ha

目標指標の
実績見込値

197ha

当初年度計画に対する進捗状況（見込） C

最終目標に対する進捗状況（見込） C

目標指標の
目標値

216ha

❼
特記事項

（課題等）

令和6年度
年度計画

都市緑地や市民の森となりうる候補地の
検討・調査。指定樹林などによる保全施
策を実施します。

近年、近隣からの苦情や高齢化、宅地開発による指定樹林
の解除、樹木の伐採が多く見られます。高齢化等により維
持管理が行き届いていない樹林等に関する苦情が多く寄せ
られています。

❸

❹

❺

❻

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

緑の機能の評価が高い樹林地を買収や借
地等により都市緑地や市民の森とするほ
か、指定樹林に指定し管理費用の助成等
を行うことで保全します。

令和5年度
年度計画

都市緑地や市民の森となりうる候補地の
検討・調査。指定樹林などによる保全施
策を実施します。

令和5年度
実績見込

宅地開発に伴う帰属による都市緑地を1箇
所新規開設しました。
指定樹林の総数は7件増加し、153件と
なりました。

樹林地を維持・保全するための施策の実施面積

公園緑地課

1

樹林地の保全と利用

良好な樹林地の保全

買い取りや借り上げ、指定樹林制度による指定、現況調査
などにより、良好な樹林地の保全を計画的に進めるととも
に、樹林地の維持管理について、所有者の負担を軽減する
方策について検討します。
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

（令和7年度）
226ha

該当なし 該当なし 会員数の増加 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

205ha 該当なし 該当なし 会員数の増加 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

197ha 該当なし 該当なし 413人 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） C 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） A 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） C 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

216ha 該当なし 該当なし 会員数の増加 該当なし

特記事項
（課題等）

公園緑地課

1

樹林地の保全と利用

良好な樹林地の保全

買い取りや借り上げ、指定樹林制度による指定、現況調査
などにより、良好な樹林地の保全を計画的に進めるととも
に、樹林地の維持管理について、所有者の負担を軽減する
方策について検討します。

樹林地を維持・保全するための施策の実施面積

緑の機能の評価が高い樹林地を買収や借
地等により都市緑地や市民の森とするほ
か、指定樹林に指定し管理費用の助成等
を行うことで保全します。

農水産課

4

畑地・水田の保全と利用

農地の担い手支援

営農組織、認定農業者や援農ボランティアの育成などによ
り、農業の担い手を支援すると共に、農地の貸し借りの斡
旋を促進し、耕作放棄地の拡大防止、担い手への農地の集
積、経営規模拡大などを図ります。

農業の担い手へのより一層の支援を実施
するとともに、担い手への農地の集積を
さらに活性化させます。

公園緑地課

該当なし

市内に残る斜面緑地を都市緑地とするこ
とや指定樹林に指定することで保全して
いきます。

2

樹林地の保全と利用

斜面緑地の保全

市内に残された貴重な緑として、斜面緑地の保全に努めま
す。

農業委員会事務局

4

畑地・水田の保全と利用

公園緑地課

3

樹林地の保全と利用

多様な主体による樹林地の保全に向けたしくみづくりの検討

樹林地の管理において、市民団体や事業者などとの協働を
検討します。

農地の担い手支援

営農組織、認定農業者や援農ボランティアの育成などによ
り、農業の担い手を支援すると共に、農地の貸し借りの斡
旋を促進し、耕作放棄地の拡大防止、担い手への農地の集
積、経営規模拡大などを図ります。

該当なし

地域の農地の利用状況及び担い手の意向
の把握に努め、遊休化の恐れや貸付希望
のある農地については、新規参入の取り
組みをはかるとともに担い手への集約化
の推進を図ります。

近年、近隣からの苦情や高齢化、宅地開発による指定樹林
の解除、樹木の伐採が多く見られます。高齢化等により維
持管理が行き届いていない樹林等に関する苦情が多く寄せ
られています。

都市緑地や市民の森となりうる候補地の
検討・調査。指定樹林などによる保全施
策を実施します。

宅地開発に伴う帰属による都市緑地を1箇
所新規開設しました。
指定樹林の総数は7件増加し、153件と
なりました。

農業経営改善計画の策定や認定申請に対
する助言等を行いました。
農地の貸し借りに対する担い手への補助
制度の周知や申請準備を行いました。

　各種調査や日々の活動など「農地等の
利用の最適化の推進に関する」活動を通
じて、農業者の農地の利用意向の把握に
努めています。
　中でも、農地の利用状況調査・利用意
向調査については、実際に農地に赴き、
後日遊休農地（耕作放棄地）の所有者に
利用意向を調査することで、対策を行っ
ております。

都市緑地や市民の森となりうる候補地の
検討・調査。指定樹林などによる保全施
策を実施します。

市内に残る斜面緑地を都市緑地とするこ
とや指定樹林に指定することで保全して
いきます。

指定樹林の総数は7件増加し、153件と
なりました。

市内に残る斜面緑地を都市緑地とするこ
とや指定樹林に指定することで保全して
いきます。

近年、近隣からの苦情や高齢化、宅地開発による指定樹林
の解除、樹木の伐採が多く見られます。高齢化等により維
持管理が行き届いていない樹林等に関する苦情が多く寄せ
られています。

都市緑地や市民の森の管理について市民
団体や事業者などとの協働を検討しま
す。

引き続き、援農ボランティアの育成、認
定農業者の取得の推進及び、経営改善計
画の策定や実施に対する助言等の支援、
および、農地の貸し借りの推進やそれに
対する担い手への補助など、農地の保全
を図る施策を実施します。

都市緑地や市民の森の管理について市民
団体や事業者などとの協働を検討しま
す。

引き続き、援農ボランティアの育成、認
定農業者の取得の推進及び、経営改善計
画の策定や実施に対する助言等の支援、
および、農地の貸し借りの推進やそれに
対する担い手への補助など、農地の保全
を図る施策を実施します。

引き続き、農業者の農地の利用意向の把
握に努め、担い手への農地の集積をはか
ることで、遊休農地（耕作放棄地）の解
消と発生防止に努めます。

引き続き、農業者の農地の利用意向の把
握に努め、担い手への農地の集積をはか
ることで、遊休農地（耕作放棄地）の解
消と発生防止に努めます。

該当なし 援農ボランティアの会員数（累計）

都市緑地や市民の森の管理について市民
団体や事業者などとの協働を検討しま
す。

一部の都市緑地や市民の森について、市
民団体に清掃等の管理を委託しました。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

 



15 

 

　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

1,700区画 該当なし 80% 該当なし 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

1,375区画 該当なし 71% 該当なし 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

698区画 該当なし 73.5% 該当なし 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） C 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ａ 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ｂ

最終目標に対する進捗状況（見込） C 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） Ｂ 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） Ｂ

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

1,482区画 該当なし 76% 該当なし 該当なし

特記事項
（課題等）

農産物の「地産地消」を推進し、地域の「食」と「農」と
「環境」を守ります。

毎月指定の旬の食材を学校給食の献立に組み入れ、「船橋
産の旬の食材を食べて知る日」の設定や、船橋産食材に係
る動画などを作成し、普及啓発を行います。

多様な手法を通じてＰＲを行い、知名度の向上やブランド
化に取り組みます。

ふるさと農園区画数 該当なし
地場産物の食材を活用した「食に関する指導」の授業を実
施した学校の割合

該当なし

定期的にほ場の土壌分析を行い、肥料を
必要な量にするよう配慮に努めました。
環境にやさしい農業や、有機肥料などに
ついても推進しています。有機農業推進
に関するパンフレットを配架し、周知に
努めました。

有機栽培の推進、農薬・肥料の低減といった生物多様性に
配慮した農業の推進をはかります。

該当なし

畑地・水田の保全と利用

生物多様性に配慮した農業の推進

プレスイベント等で市民へ船橋ブランド
野菜の認知度向上に努めました。

千葉県教育研究会船橋支会学校給食部会
の研究主題を「地場産物を大切にする児
童・生徒の育成」とし、地元食材を取り
扱う食育について、市内の栄養士と情報
共有をし食育推進の刺激をもらう機会が
増えました。
ともに話し合うことで、理解が深まり、
他校の取り組みに影響を受けたりし、さ
まざまな教科と関連させた「船橋産の旬
の食材を食べて知る日」が行われまし
た。

プレスイベント等で市民へ船橋ブランド
野菜の認知度向上に努めました。

農水産課

9

継続して周知に努め、生物多様性に配慮
した農業のさらなる推進をはかります。

畑地・水田の保全と利用 畑地・水田の保全と利用 畑地・水田の保全と利用 畑地・水田の保全と利用

農業体験の場の整備 農産物の「地産地消」の推進 学校給食での地元食材の提供等を通じた食育の推進 農産物の付加価値の向上

農水産課 農水産課 保健体育課

引き続き、４校の学校の学童農園推進事
業を実施します。ふるさと農園は１０園
の運営管理支援をします。

引き続き、プレスイベント等をおこない
メディアを通じて市民へ船橋ブランド野
菜の認知度向上に努めます。

「船橋産の旬の食材を食べて知る日」の
一層の活用を図ります。

引き続き、プレスイベント等をおこない
メディアを通じて船橋ブランド野菜の認
知度向上に努めます。

引き続き、定期的にほ場の土壌分析を行
い、肥料を必要な量にするよう配慮に努
めます。
環境にやさしい農業や、有機肥料などに
ついても推進します。有機農業推進に関
するパンフレットを配架し、周知に努め
ます。

7 8

引き続き、プレスイベント等をおこない
メディアを通じて市民へ船橋ブランド野
菜の認知度向上に努めます。

地場産物を題材とした「食に関する指
導」の授業を実施します。

引き続き、プレスイベント等をおこない
メディアを通じて船橋ブランド野菜の認
知度向上に努めます。

引き続き、定期的にほ場の土壌分析を行
い、肥料を必要な量にするよう配慮に努
めます。
環境にやさしい農業や、有機肥料などに
ついても推進します。有機農業推進に関
するパンフレットを配架し、周知に努め
ます。

３校の学校の学童農園推進事業を実施し
ます。
１０園のふるさと農園の運営の支援を実
施しました。

ふるさと農園は、園主の相続人が農業経
営をしていない、非農家であった場合、
現状の「ふるさと農園」方式での管理運
営が困難となる恐れがあり、目標数値の
達成が困難ですが、学童農園などの活用
により耕作放棄地の解消を図ります。

引き続き、４校の学校の学童農園推進事
業を実施します。ふるさと農園は１０園
の運営管理支援をします。

農水産課

5 6

実施したイベントの回数等表面的なもの
にとらわれず、より費用対効果の高いイ
ベント等積極的に行い、市民への船橋ブ
ランド野菜のさらなる認知度向上に努め
ます。

①各校の栄養教諭・学校栄養職員が、船
橋産食材に対する知識や理解を深めるこ
とができるよう生産者訪問、研修会等を
実施します。また、学んだことを食育だ
よりや献立表、一口メモなどの媒体を通
じて児童生徒・保護者へ周知をします。
②農水産課や学校給食青果部会と連携
し、より実態に即した「船橋産の旬の食
材の一年」を作成するとともに、「船橋
産の旬の食材を食べて知る日」の一層の
活用を図ります。
③「食に関する指導」の授業を行い、児
童生徒へ一層の定着を図ります。

実施したイベントの回数等表面的なもの
にとらわれず、より費用対効果の高いイ
ベント等積極的に行い、船橋ブランド野
菜のさらなる認知度向上に努めます。

耕作放棄地をふるさと農園や学童農園として活用するな
ど、農業を体験できる場として整備し、農業への理解を深
めると共に、耕作放棄地の解消を図ります。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

 



16 

 

　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 1,000人以上 該当なし 維持

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 700人 該当なし 維持

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 該当なし 646人 該当なし 48,540人

当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） C

最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） C

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 800人 該当なし 維持

特記事項
（課題等）

該当なし 該当なし 三番瀬クリーンアップ参加延人数 該当なし

遊休農地（谷津田等）における自然環境価値の検討 河川の清掃・草刈 清掃活動の継続的な実施 清掃活動の継続的な実施 干潟の恵みを活用した地域の活性化

他市の有休農地に係る事例の調査、令和
６年度からの自然環境調査へ遊休農地
（主に谷津田）に関する調査を取り入れ
ることについて検討します。

市管理の河川について清掃、草刈を行っ
ていきます。

10 11 12 12 13

潮干狩り入場者数

環境政策課 下水道河川管理課 環境政策課 商工振興課 商工振興課

畑地・水田の保全と利用 草地の保全と利用 干潟・浅海域の保全と利用 干潟・浅海域の保全と利用 干潟・浅海域の保全と利用

遊休農地の円滑な再使用及び市の生物多様性の向上に資す
る遊休農地の利用方法について、水質浄化や治水なども視
野にいれて検討します。

河川の清掃・草刈を行い、清潔で快適な空間づくりに努め
ます。また、管理にあたっては、周辺住民などと協力して
実施する仕組みや、管理のための支援を検討します。

清掃活動の継続的な実施により、ごみのない清潔な環境を
維持します。

清掃活動の継続的な実施により、ごみのない清潔な環境を
維持します。

漁業や観光業など、干潟のさまざまな恵みを活用し、地域
の活性化につなげます。

広報活動と環境イベント・展示の充実を
通じて、参加人数のさらなる増加を目指
します。

人工海浜の管理業務の一環として定期的
な清掃を行います。

「ふなばし朝市」や催事において干潟で
獲れるアサリ、ホンビノス貝、海苔、水
産加工品等を販売すると共に、潮干狩り
を実施し来場者を確保し地域活性化を図
ります。

潮干狩り開催時は周辺道路に大渋滞が発生しており警察や
周辺企業から改善を求められています。

自然環境調査における有休農地（主に谷
津田）に関する調査を実施します。

市管理の河川について清掃、草刈を行っ
ていきます。

広報活動と環境イベント・展示の充実を
通じて、参加人数のさらなる増加を目指
します。

人工海浜の管理業務の一環として定期的
な清掃を行います。

「ふなばし朝市」や催事において干潟で
獲れるアサリ、ホンビノス貝、海苔、水
産加工品等を販売すると共に、潮干狩り
を実施し来場者を確保し地域活性化を図
ります。

他市の遊休農地に係る事例の調査を行う
とともに、自然環境調査への谷津田に関
する調査の組みいれの検討・谷津田を含
めた自然を活用した防災・減災に関する
市域のポテンシャルの整理を進めた。

市管理の河川について清掃、草刈を行い
ました。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

これまでの市内小学校及び公共施設への
チラシの配布に加え、市内中学校にも配
布し参加人数の増加に寄与するような取
り組みを行いました。
令和５年度の目標値よりやや下回る実績
値となりましたが、おおよそ予定通りの
実施状況になりました。

ふなばし三番瀬海浜公園前人工海浜管理
業務の一環として、（公財）船橋市公園
協会が干潟の清掃を行いました。

「ふなばし朝市」や催事において干潟で
獲れるアサリ、ホンビノス貝、海苔、水
産加工品等を販売すると共に、潮干狩り
を実施し来場者を確保し地域活性化を図
りました。

遊休農地の円滑な再使用及び市の生物多
様性の向上に資する遊休農地の利用方法
について、水質浄化や治水などのグリー
ンインフラの視点を踏まえて検討し、市
域の谷津田の状況を把握し、今後の方向
性を取りまとめます。

市管理の河川について清掃、草刈を行っ
ていきます。また、管理の仕組みについ
ての検討を継続します。

広報活動の拡大と清掃活動とともに実施
する環境イベント・展示の充実により、
ふなばし三番瀬クリーンアップへの参加
人数を毎年度1,000人以上となるように
図ります。

人工海浜の管理業務の一環として定期的
な清掃を行います。

「ふなばし朝市」や催事において干潟で
獲れるアサリ、ホンビノス貝、海苔、水
産加工品等を販売すると共に、潮干狩り
を実施し来場者を確保し地域活性化を図
ります。

 



17 

 

　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

850人 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

679人 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

557人 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ｃ 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ｂ 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） Ｂ 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） Ｂ 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

735人 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

特記事項
（課題等）

干潟・浅海域の保全と利用

漁業体験・講座の参加者数 該当なし 該当なし 該当なし

農水産課

干潟の恵みを活用した地域の活性化 利用ルールの啓発の推進 利用ルールの啓発の推進 利用ルールの啓発の推進

三番瀬に対する関心と理解を深め、三番瀬の保全を
図ることを目的とし、ふなばし三番瀬海浜公園にお
いて、ふなばし環境フェアやふなばし三番瀬クリー
ンアップを実施しました。
また、ふなばし三番瀬環境学習館においては野鳥観
察会や干潟の生きもの探検といった対面でのワーク
ショップとオンラインワークショップを織り交ぜて
開催し、三番瀬に対する普及啓発を行い、三番瀬に
対する普及啓発を通じて、ルールを守り三番瀬を利
用するという意識の向上につなげました。

安全対策のための看板に加え、平成30年
3月より公園内に行政指導指針の策定に基
づく「利用者の遵守事項」をまとめた
「海のルールを守りましょう」などの看
板を設置すると共に、利用者への啓発を
図ります。

看板での啓発活動の他、漁場への密漁防
止のための監視も実施していますが、密
漁者はまだいるとの報告もあるため、さ
らに啓発や監視等を実施していきます。

13 14 14 14

農水産課 環境政策課

干潟・浅海域の保全と利用 干潟・浅海域の保全と利用 干潟・浅海域の保全と利用

商工振興課

漁業や観光業など、干潟のさまざまな恵みを活用し、地域
の活性化につなげます。

過度の利用や自然への過大な負荷を避けるため確立した利
用ルールについて、県、近隣自治体、関係機関と連携し
て、周知啓発を推進します。

過度の利用や自然への過大な負荷を避けるため確立した利
用ルールについて、県、近隣自治体、関係機関と連携し
て、周知啓発を推進します。

過度の利用や自然への過大な負荷を避けるため確立した利
用ルールについて、県、近隣自治体、関係機関と連携し
て、周知啓発を推進します。

引き続き、漁業体験・講座及び直売所・
移動販売車による船橋産水産物のPRを実
施します。

三番瀬に対する関心と理解を深め、三番瀬の保全を
図ることを目的とし、ふなばし三番瀬海浜公園にお
いて、ふなばし環境フェアやふなばし三番瀬クリー
ンアップを実施します。
また、ふなばし三番瀬環境学習館においては野鳥観
察会や干潟の生きもの探検といった対面でのワーク
ショップとオンラインワークショップを織り交ぜて
開催し、三番瀬に対する普及啓発を行い、三番瀬に
対する普及啓発を通じて、ルールを守り三番瀬を利
用するという意識の向上につなげます。

安全対策のための看板に加え、平成30年
3月より公園内に行政指導指針の策定に基
づく「利用者の遵守事項」をまとめた
「海のルールを守りましょう」などの看
板を設置すると共に、利用者への啓発を
図ります。

引き続き、ふなばし三番瀬海浜公園沖に
ある船橋市漁業協同組合の漁業権内の漁
場について、公園内での啓発看板の設置
や漁場への密漁監視活動や広報紙・ホー
ムページ等でルールを守るよう啓発しま
す。

行政指導指針に強制力がなく条例化も馴染まないとされ、
増加する迷惑行為への対応に苦慮しているため、千葉県、
船橋市、市川市、関係機関との連携を深めて啓発を推進す
る必要があります。

安全対策のための看板に加え、平成30年
3月より公園内に行政指導指針の策定に基
づく「利用者の遵守事項」をまとめた
「海のルールを守りましょう」などの看
板を設置すると共に、利用者への啓発を
図りました。

ふなばし三番瀬海浜公園沖にある船橋市
漁業協同組合の漁業権内の漁場につい
て、公園内での啓発看板の設置や漁場へ
の密漁監視活動や広報紙・ホームページ
等でルールを守るよう啓発しました。

地元4市でふなばし三番瀬環境学習館に
て、ラムサール条約登録に関する現在の
考え方等について意見交換や情報共有を
行いました。
また、県主催の三番瀬ミーティングに出
席しました。

引き続き、漁業体験・講座及び直売所・
移動販売車による船橋産水産物のPRを実
施します。

三番瀬に対する関心と理解を深め、三番瀬の保全を
図ることを目的とし、ふなばし三番瀬海浜公園にお
いて、ふなばし環境フェアやふなばし三番瀬クリー
ンアップを実施します。
また、ふなばし三番瀬環境学習館においては野鳥観
察会や干潟の生きもの探検といった対面でのワーク
ショップとオンラインワークショップを織り交ぜて
開催し、三番瀬に対する普及啓発を行い、三番瀬に
対する普及啓発を通じて、ルールを守り三番瀬を利
用するという意識の向上につなげます。

安全対策のための看板に加え、平成30年
3月より公園内に行政指導指針の策定に基
づく「利用者の遵守事項」をまとめた
「海のルールを守りましょう」などの看
板を設置すると共に、利用者への啓発を
図ります。

引き続き、ふなばし三番瀬海浜公園沖に
ある船橋市漁業協同組合の漁業権内の漁
場について、公園内での啓発看板の設置
や漁場への密漁監視活動や広報紙・ホー
ムページ等でルールを守るよう啓発しま
す。

三番瀬の再生に係る共通の話題につい
て、県と地元４市で情報共有を行うとと
もに他市の施設紹介を相互に行うなどの
連携した普及啓発を行います。

三番瀬のラムサール条約登録をめざし、関係団体（漁業
者・市民を含む）と連携をはかりながら情報収集及び取組
の推進体制づくりを行います。

干潟・浅海域の保全と利用

環境政策課

三番瀬の再生に係る共通の話題につい
て、地元４市で、所管施設にて情報交換
を行い、今後の連携した取組を検討しま
す。

15

三番瀬のラムサール条約登録

該当なし

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

ラムサール条約登録を目指し、三番瀬の
再生に係る共通の話題について、県と地
元４市が連携・協力して取り組んでいく
ために、適宜情報交換を行い、取り組み
を進めていきます。

漁業体験・講座と直売所による船橋産水
産物のPRと移動販売車による船橋産水産
物のPRを実施することができました。

船橋産水産物のPRの実施により認知度が
上がってきているが、さらに高めるため
イベント等を積極的に行います。

三番瀬に対する関心と理解を深め、三番瀬の
保全を図ることを目的とし、ふなばし三番瀬
海浜公園において、ふなばし環境フェアやふ
なばし三番瀬クリーンアップを実施します。
また、ふなばし三番瀬環境学習館においては
野鳥観察会や干潟の生きもの探検といった対
面でのワークショップとオンラインワーク
ショップを織り交ぜて開催し、三番瀬に対す
る普及啓発を行い、三番瀬に対する普及啓発
を通じて、ルールを守り三番瀬を利用すると
いう意識の向上につなげます。
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 50%

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 40%

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 33%

当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ｃ 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） Ｃ 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） C

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 45%

特記事項
（課題等）

干潟・浅海域への流入水質の改善 干潟・浅海域への流入水質の改善

環境政策課 環境保全課 農水産課 環境保全課 環境保全課

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 高度処理型合併処理浄化槽の普及率

千葉県、近隣自治体および漁業関係者と連携し、青潮など
の対策について検討します。

千葉県、近隣自治体および漁業関係者と連携し、青潮など
の対策について検討します。

公共下水道の整備や適切な浄化槽の設置ならびに維持管理
の指導・啓発、水質汚濁防止法等に基づく指導などを推進
することにより、干潟・浅海域への流入水質を改善し、汚
濁負荷を低減させます。

公共下水道の整備や適切な浄化槽の設置ならびに維持管理
の指導・啓発、水質汚濁防止法等に基づく指導などを推進
することにより、干潟・浅海域への流入水質を改善し、汚
濁負荷を低減させます。

千葉県、近隣自治体および漁業関係者と連携し、青潮など
の対策について検討します。

16 16 16 17 17

漁場の再生に向けた関係機関との連携 漁場の再生に向けた関係機関との連携 漁場の再生に向けた関係機関との連携

干潟・浅海域の保全と利用 干潟・浅海域の保全と利用干潟・浅海域の保全と利用 干潟・浅海域の保全と利用 干潟・浅海域の保全と利用

三番瀬の再生に係る共通の話題につい
て、地元４市で、所管施設にて情報交換
を行い、今後の連携した取組を検討しま
す。

東京湾の水質を良くするために、東京
都・神奈川県・千葉県を含めた合計26の
近隣自治体で構成する東京湾岸自治体環
境保全会議にて、継続して情報共有や水
質浄化に対する取り組みを行います。

引き続き、県・近隣市と連携し貧酸素水
塊対策検討会を実施します。

・特定事業場への立入検査を実施しま
す。
・基準超過事業場への指導を行います。

・さらに高度に栄養塩類を処理できる浄
化槽への補助拡充を行います。
・下水道未供用区域に対し高度処理型合
併浄化槽の設置を指導します。
・浄化槽法第7条及び11条検査の受検勧
奨文の送付を行います。

三番瀬の再生については、近隣市による
情報共有・連携した普及啓発などを通し
て実施します。
その他河川や印旛沼に係る取組について
適宜様々な主体と連携して取り組みま
す。

東京湾の水質を良くするために、東京
都・神奈川県・千葉県を含めた合計26の
近隣自治体で構成する東京湾岸自治体環
境保全会議にて、継続して情報共有や水
質浄化に対する取り組みを行います。

近隣市と近隣漁協とともに漁場の再生に
向けた取り組みを実施します。

・水質汚濁防止法及び船橋市環境保全条
例の特定事業場へ立入を行い排水の検査
を実施します。
・排水基準を超過した事業場については
指導を行い、水質の改善を図ります。

・船橋市合併処理浄化槽設置事業補助金
交付要綱に基づき下水道事業計画区域外
において単独処理浄化槽から高度処理型
合併処理浄化槽への転換設置する者を対
象に補助金を交付します。
・船橋市宅地開発事業に関する要綱に基
づく事前協議において下水道未供用区域
において高度処理型合併処理浄化槽を設
置するよう指導します。
・浄化槽法第7条及び第11条検査の実施
について検査機関である（公社）千葉県
浄化槽検査センターと連携して受検勧奨
を実施します。

三番瀬の再生に係る共通の話題につい
て、県と地元４市で情報共有を行うとと
もに他市の施設紹介を相互に行うなどの
連携した普及啓発を行います。

東京湾の水質を良くするために、東京
都・神奈川県・千葉県を含めた合計26の
近隣自治体で構成する東京湾岸自治体環
境保全会議にて、継続して情報共有や水
質浄化に対する取り組みを行います。

引き続き、県・近隣市と連携し貧酸素水
塊対策検討会を実施します。

・特定事業場への立入検査を実施しま
す。
・基準超過事業場への指導を行います。

・さらに高度に栄養塩類を処理できる浄
化槽への補助拡充を行います。
・下水道未供用区域に対し高度処理型合
併浄化槽の設置を指導します。
・浄化槽法第7条及び11条検査の受検勧
奨文の送付を行います。

県が主催する検討会が実施されませんで
した。

・有害物質を取り扱う事業場や、排水量
の多い工場などを重点的に排水の検査を
実施しました。
・排水基準を超過した事業場に対して指
導を行い、設備等の改善をはかり、水質
の改善を図りました。

・高度処理型合併処理浄化槽転換補助金
交付件数は5件でした。
・下水道未供用区域に対し高度処理型合
併浄化槽の設置を指導しました。
・浄化槽法第7条及び11条検査の受検勧
奨文の送付は（7条　400件　11条310
件）でした。

地元4市でふなばし三番瀬環境学習館に
て、ラムサール条約登録に関する現在の
考え方等について意見交換や情報共有を
行いました。
また、県主催の三番瀬ミーティングに出
席しました。

・東京湾岸自治体環境保全会議の構成員
対象の研修会により知見を深めました。
・第９次総量削減基本方針に生物多様
性・生物生産性の視点が追加されたこと
に伴い、生物多様性の維持等の機能を有
する藻場・干潟等の保全や創出につい
て、従来の青潮対策と併せて国等へ要請
を行いました。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

令和6年度
95％

該当なし 該当なし 該当なし 5箇所

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

普及率の向上 該当なし 該当なし 該当なし 1箇所

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

算定中 該当なし 該当なし 該当なし 1箇所

当初年度計画に対する進捗状況（見込） － 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） C

最終目標に対する進捗状況（見込） － 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） C

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

95% 該当なし 該当なし 該当なし １箇所

特記事項
（課題等）

河川の保全と利用

干潟・浅海域への流入水質の改善 干潟・浅海域への流入水質の改善 干潟・浅海域への流入水質の改善 自然を活かした水辺の創出と利用の推進 自然を活かした水辺の創出と利用の推進

準用河川駒込川改修事業の用地買収、樋
管、橋梁実施設計委託及び河道改修、橋
梁架替工事を実施します。

下水道河川計画課 下水道建設課 下水道施設課 下水道河川計画課 河川整備課

公共下水道普及率 該当なし 該当なし

公共下水道の整備や適切な浄化槽の設置ならびに維持管理
の指導・啓発、水質汚濁防止法等に基づく指導などを推進
することにより、干潟・浅海域への流入水質を改善し、汚
濁負荷を低減させます。

公共下水道の整備や適切な浄化槽の設置ならびに維持管理
の指導・啓発、水質汚濁防止法等に基づく指導などを推進
することにより、干潟・浅海域への流入水質を改善し、汚
濁負荷を低減させます。

公共下水道の整備や適切な浄化槽の設置ならびに維持管理
の指導・啓発、水質汚濁防止法等に基づく指導などを推進
することにより、干潟・浅海域への流入水質を改善し、汚
濁負荷を低減させます。

河川改修にあたっては、散策路・管理用通路の整備や人が
水辺に近づきやすい河岸の法面整備など親水性にも配慮し
た整備を進めます。また、水辺でのレクリエーション活動
を広報紙などに掲載することにより、水辺としての利用を
推進します。

17 17 17 18 18

干潟・浅海域の保全と利用 干潟・浅海域の保全と利用 干潟・浅海域の保全と利用 河川の保全と利用

河川改修にあたっては、散策路・管理用通路の整備や人が
水辺に近づきやすい河岸の法面整備など親水性にも配慮し
た整備を進めます。また、水辺でのレクリエーション活動
を広報紙などに掲載することにより、水辺としての利用を
推進します。

水辺空間の整備箇所数該当なし

公共下水道の整備を進めます。

生活環境の向上、公共用水域の水質保全
を図るとともに、汚水処理の拡充を図る
ため、市街化区域の管渠の整備を進めま
す。（日の出・二和東・馬込・藤原地区
等）

老朽化した施設の更新や適切な維持管理
を継続し、放流水質を維持します。

窓口やイベントにおいて、各流域の取組
について啓発活動を行います。

準用河川駒込川の用地買収、工事を実施
します。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

計画的に公共下水道の整備を行い、令和
６年度には目標の公共下水道普及率95％
を達成します。

令和6年度末にむけては、市街化区域にお
ける下水道を含む汚水処理設備概成のた
めの整備拡充を続け、以降も市街化調整
区域の一部に整備を拡げていく予定で
す。

下水処理場への流入水増加や設備の老朽
化により水質維持が年々難化していくな
かで、放流水質の目標基準を遵守基準よ
り厳しく設定し、適切な施設整備や維持
管理に継続して努めていくことで、放流
水質を安定的に維持していきます。

各流域（海老川・真間川・印旛沼）にお
いて、千葉県が作成した流域マップ等を
配布するなど、各流域の取組について啓
発活動を行います。

公共下水道の整備を進めます。

生活環境の向上、公共用水域の水質保全
を図るとともに、汚水処理の拡充を図る
ため、市街化区域の管渠の整備を進めま
す。（二和東・馬込・藤原・丸山地区
等）

老朽化した施設の更新や適切な維持管理
を継続し、放流水質を維持します。

窓口やイベントにおいて、各流域の取組
について啓発活動を行います。

準用河川駒込川の用地買収、橋梁架換工
事を実施します。

公共下水道の整備を進めました。
（公共下水道普及率算定中のため、進捗
状況評価は未評価です）

国からの補助金が要望通りに交付されません。下水道事業
は、社会資本整備総合交付金（国費）に因るところが大き
いため、効率的な事業の執行が必要です。

各流域において、均等な啓発活動の取組を検討する必要が
あります。

-

各年度末における市の人口に対する下水
道整備人口の比率を示す普及率は、令和2
年度90.0%、令和3年度90.4％、令和4
年度90.9％と順調に進んでいます。

老朽化した施設の更新や適切な維持管理
により、目標基準を概ね達成できる見込
みとなり、放流水質が安定的に維持でき
ています。

窓口やイベントにおいて、各流域の取組
について啓発活動を行いました。

準用河川駒込川の用地買収、橋梁実施設
計委託、工事用道路整備工事を実施しま
した。

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 50% 該当なし 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 40% 該当なし 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 該当なし 33% 該当なし 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） A 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） A 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） A 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） C 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 45% 該当なし 該当なし

特記事項
（課題等）

河川の保全と利用

水辺空間の保全のための意識のさらなる向上

ふなばし三番瀬環境学習館で行われてい
る野鳥観察会や干潟の生きもの探検など
のワークショップや校外学習を通じて水
辺空間の保全意識の向上を図ります。
また、水辺を身近に感じる市民の割合等
を調査し、今後の取り組み等に活かして
いきます。

環境政策課 環境保全課 環境保全課 道路維持課 下水道総務課

該当なし 該当なし

河川の保全と利用 河川の保全と利用 河川の保全と利用

海老川や漁港のある河口部などで、様々
な主体によって開催されている親水まつ
りなどのイベントの機会に、市内を流れ
る河川に関心を持ってもらい、水質や生
態系が良好に保たれるよう、啓発を実施
します。
また、まちづくり出前講座を活用した授
業を実施します。

浄化槽法第7条及び第11条検査の実施に
ついて検査機関である（公社）千葉県浄
化槽検査センターと連携して受検勧奨を
実施します。

19 19 20 20 20

河川の保全と利用

水辺空間の保全のための意識のさらなる向上 排水の対策と水質汚濁状況の監視 排水の対策と水質汚濁状況の監視 排水の対策と水質汚濁状況の監視

水辺での学習活動など、水辺の利用を通じて水環境への関
心を高め、水辺空間の保全のためのさらなる意識の向上を
図ります。

水辺での学習活動など、水辺の利用を通じて水環境への関
心を高め、水辺空間の保全のためのさらなる意識の向上を
図ります。

公共下水道整備事業、浄化槽の適切な維持管理の周知、事
業所への指導や雨水が直接河川に流れ込まないような雨水
浸透施設の整備などを通じ、排水への対策を実施します。

公共下水道整備事業、浄化槽の適切な維持管理の周知、事
業所への指導や雨水が直接河川に流れ込まないような雨水
浸透施設の整備などを通じ、排水への対策を実施します。

公共下水道整備事業、浄化槽の適切な維持管理の周知、事
業所への指導や雨水が直接河川に流れ込まないような雨水
浸透施設の整備などを通じ、排水への対策を実施します。

該当なし 該当なし 高度処理型合併処理浄化槽の普及率

ふなばし三番瀬環境学習館で行われてい
る野鳥観察会や干潟の生きもの探検など
のワークショップや校外学習を通じて保
全意識の向上を図ります。

・イベント時に展示物の掲示と説明、啓
発物資の配布により広く認識が深まるよ
う啓発を行います。
・まちづくり出前講座による授業を実施
します。

浄化槽法第7条及び11条検査の受検勧奨
文の送付を行います。

歩道修繕工事の中で透水性舗装を実施
し、累計13９,６00㎡の透水性舗装の整
備を行います。

下水道法に基づき特定事業場等に立入検
査を実施します（届出状況の確認、排水
水質検査）。また、検査結果に基づく指
導を実施します。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

施策の実施可能な箇所が減少していることから、目標値を
設定して進捗の管理を行うことが困難になっています。

ふなばし三番瀬環境学習館で行われてい
る野鳥観察会や干潟の生きもの探検など
のワークショップや校外学習を通じて保
全意識の向上を図ります。
また、水辺を身近に感じる市民の割合等
調査の実施を検討します。

・イベント時に展示物の掲示と説明、啓
発物資の配布により広く認識が深まるよ
う啓発を行います。
・まちづくり出前講座による授業を実施
します。

浄化槽法第7条及び11条検査の受検勧奨
文の送付を行います。

歩道修繕工事の中で透水性舗装を実施
し、累計143,900㎡の透水性舗装の整備
を行います。

下水道法に基づき特定事業場等に立入検
査を実施します（届出状況の確認、排水
水質検査）。また、検査結果に基づく指
導を実施します。

屋外のイベントにおいては、悪天候時の対応が課題です。
中高生やご年配の利用を増やし、様々な世代に環境保全意
識の向上を目指します。

ふなばし三番瀬環境学習館で野鳥観察会
や干潟の生きもの探検などのワーク
ショップや校外学習を行い、保全意識の
向上を図りました。
総利用者数は、55,700人が見込まれま
す。（目標人数：51,700人）

・ふなばし三番瀬海浜公園での環境フェ
ア、三番瀬クリーンアップにてブースを
出展しました。
・海老川沿いで開催されるイベントに
ブース出展し、水質について啓発しまし
た。

浄化槽法第7条及び11条検査の受検勧奨
文の送付は（7条　400件　11条310
件）でした。

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

歩道修繕工事の中で透水性舗装を実施
し、累計14１,０５７㎡の透水性舗装の整
備を行いました。

下水道法に基づき延べ52件の排水水質調
査とその結果に基づく指導を実施しまし
た。

健全な水循環系の再生を図るため、土地
の保水機能を高める透水性舗装を実施し
ていきます。
計画策定時から年度ごとに実施を重ね、
令和８年度には透水性舗装の整備実績が
累計156，800㎡を達成することを目標
にします。
今後も透水性舗装の整備事業を進めてい
きます。

下水道法に基づき特定事業場等に立入検
査を実施します（届出状況の確認、排水
水質検査）。また、検査結果に基づく指
導を実施します。
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

令和6年度
95％

該当なし 6,560ｍ 55%
（令和7年度）

231ha

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

普及率の向上 該当なし 5,110ｍ 52% 223ha

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

算定中 該当なし 5,110m 34% 220ha

当初年度計画に対する進捗状況（見込） － 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） C 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） C

最終目標に対する進捗状況（見込） － 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） C 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） C

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

95% 該当なし 5,190m 53% 227ha

特記事項
（課題等）

下水道河川計画課

公共下水道普及率 該当なし 多自然川づくり改修延長

河川の保全と利用

環境保全課 公園緑地課

20 20 20 21 22

下水道建設課 河川整備課

河川の保全と利用 公園・緑地の整備

排水の対策と水質汚濁状況の監視 排水の対策と水質汚濁状況の監視 公園・緑地の計画的な整備・管理排水の対策と水質汚濁状況の監視 排水の対策と水質汚濁状況の監視

河川の保全と利用 河川の保全と利用

計画的に公共下水道の整備を行い、目標
の公共下水道普及率を達成します。

令和6年度末にむけては、市街化区域にお
ける下水道を含む汚水処理設備概成のた
めの整備拡充を続け、以降も市街化調整
区域の一部に整備を拡げていく予定で
す。

公共下水道整備事業、浄化槽の適切な維持管理の周知、事
業所への指導や雨水が直接河川に流れ込まないような雨水
浸透施設の整備などを通じ、排水への対策を実施します。

水質事故への対応、水質汚濁状況の監視を行います。ま
た、水質汚濁防止法に基づく指導などにより、水質の改善
をはかります。

公園・緑地の計画的な整備に努めます。整備にあたって
は、積極的な郷土種の利用に努め、地域の野生の生き物が
生息・生育できる空間の確保にも配慮します。
また、管理に当たっては、市民の意向をふまえた身近な公
園づくり、町会委託制度の充実などにより、市民参加によ
る公園管理について検討します。

公共下水道整備事業、浄化槽の適切な維持管理の周知、事
業所への指導や雨水が直接河川に流れ込まないような雨水
浸透施設の整備などを通じ、排水への対策を実施します。

公共下水道整備事業、浄化槽の適切な維持管理の周知、事
業所への指導や雨水が直接河川に流れ込まないような雨水
浸透施設の整備などを通じ、排水への対策を実施します。

排水規制に係る立入検査実施率 都市公園の総面積

準用河川駒込川改修事業の用地買収、樋
管、橋梁実施設計委託及び河道改修、橋
梁架替工事を実施します。

公共下水道の整備を進めます。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

国からの補助金が要望通りに交付されません。下水道事業
は、社会資本整備総合交付金（国費）に因るところが大き
いため、効率的な事業の執行が必要です。

公共下水道の整備を進めます。

生活環境の向上、公共用水域の水質保全
を図るとともに、汚水処理の拡充を図る
ため、市街化区域の管渠の整備を進めま
す。（二和東・馬込・藤原・丸山地区
等）

令和6年度
年度計画

準用河川駒込川の用地買収、橋梁架換工
事を実施します。

・公共用水域水質測定を実施します。
・特定事業場への立入検査を実施しま
す。
・基準超過事業場への指導を行います。

新たな公園適地を模索するほか、公園管
理に当たって地域住民に愛着心を持って
いただくため、町会等への委託を推進し
ていきます。

公共下水道の整備を進めました。
（公共下水道普及率算定中のため、進捗
状況評価は未評価です）

各年度末における市の人口に対する下水
道整備人口の比率を示す普及率は、令和2
年度90.0%、令和3年度90.4％、令和4
年度90.9％と順調に進んでいます。

・河川１５地点、海域４地点で水質測定
を実施します。
・水質汚濁防止法及び船橋市環境保全条
例の特定事業場へ立入を行い排水の検査
を実施します。
・排水基準を超過した事業場については
指導を行い、水質の改善を図ります。

公園、緑地の計画的な整備を進めること
で、都市公園の総面積を増加させます。

準用河川駒込川の用地買収、橋梁実施設
計委託、工事用道路整備工事を実施しま
した。

・公共用水域水質測定を実施しました。
・有害物質を取り合う事業場や、排水量
の多い工場などを重点的に排水の検査を
実施しました。
・排水基準を超過した事業場に対して指
導を行い、設備等の改善をはかり、水質
の改善をはかりました。

宅地開発に伴う帰属等により都市公園を
14箇所新規開設しました。
公園清掃を町会等の団体へ334箇所委託
しました。

生活環境の向上、公共用水域の水質保全
を図るとともに、汚水処理の拡充を図る
ため、市街化区域の管渠の整備を進めま
す。（日の出・二和東・馬込・藤原地区
等）

準用河川駒込川の用地買収、工事を実施
します。

・公共用水域水質測定を実施します。
・特定事業場への立入検査を実施しま
す。
・基準超過事業場への指導を行います。

新たな公園用地や既存の借地公園につい
て買収を行うほか、既存公園の拡張工事
を行います。
また、公園管理については町会等への委
託を推進していきます。

令和5年度
実績見込
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） A

最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

特記事項
（課題等）

公園緑地課 公園緑地課 環境政策課 公園緑地課 政策企画課

23 24 25 25 26

公園・緑地の整備 公園・緑地の整備 公園・緑地の整備 公園・緑地の整備 公園・緑地の整備

条例に基づく緑地の確保 市民の森などの利用推進 水辺空間・緑地空間の広域的な整備 水辺空間・緑地空間の広域的な整備 広域的な整備に向けての関係機関との調整

「船橋市緑の保存と緑化の推進に関する条例」や「船橋市
環境共生まちづくり条例」などに基づく緑地の確保に努め
ます。

市民の森などについて、市民への周知をはかり、利用を推
進します。

水（水辺空間）と緑（緑地空間）のネットワーク化を推進
し、生態系における相互作用に配慮しながら、動植物の生
息・生育環境の保全に努めます。ネットワーク化にあたっ
ては、これらをつなぐ遊歩道の整備についても併せて検討
を進めます。

水（水辺空間）と緑（緑地空間）のネットワーク化を推進
し、生態系における相互作用に配慮しながら、動植物の生
息・生育環境の保全に努めます。ネットワーク化にあたっ
ては、これらをつなぐ遊歩道の整備についても併せて検討
を進めます。

水辺空間・緑地空間の広域的な整備に向けて、県などとの
調整・検討を進めます。

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

開発時に条例に基づいて公園・緑地の確
保について指導を行います。

ホームページに市民の森に関する情報を
提供し、利用を促進します。

機会に応じて、地域の野生動植物の生息
環境に配慮するよう関係各課と連携する
とともに自然環境調査と併せて生態系
ネットワークマップを作成します。

緑の機能の評価が高い樹林地を買収や借
地等により都市緑地や市民の森としま
す。

平成１３年度に策定された基本構想をも
とに海老川調節池上部利用について、県
と協議します。

開発時に条例に基づいて公園・緑地の確
保について指導を行います。

ホームページに市民の森に関する情報を
提供し、利用を促進します。

機会に応じて、野生動植物の生息環境の
保全に関する庁内連携を行うとともに自
然環境調査の方法等を決定し、予算措置
等の必要な準備を行います。

緑の機能の評価が高い樹林地を買収や借
地等により都市緑地や市民の森としま
す。

海老川調節池上部利用に係る役割分担・
費用負担割合・工程について、県と協議
します。

緑化協定を以下のとおり行いました。
件数：70件
緑地面積：26,994.13㎡
植栽本数：65,341本

ホームページに市民の森に関する情報を
提供しています。

野生動植物の広域的な生息環境の保全に
関する庁内連携については具体的な機会
はありませんでしたが、生態系ネット
ワークマップ作成を含めた自然環境調査
の方法等の方向性を決定し、予算措置等
の必要な準備を行いました。

宅地開発に伴う帰属による都市緑地を1箇
所新規開設しました。

海老川調節池上部利用に係る役割分担・
費用負担割合・工程について、県と協議
しました。
協議の結果、引き続き協議することとな
りました。

協定の締結後、土地売買等により継承が発生した場合、事
業者間で協定内容が引継ぎされない場合があります。

借地の地権者の高齢化などにより、買取要望に対応する必
要があります。

関係各課と情報共有等の機会は多くないため、その機会を
逃さないように努めます。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

開発時に条例に基づいて公園・緑地の確
保について指導を行います。

ホームページに市民の森に関する情報を
提供し、利用を促進します。

機会に応じて、野生動植物の生息環境の
保全に関する庁内連携を行うとともに自
然環境調査を実施します。

緑の機能の評価が高い樹林地を買収や借
地等により都市緑地や市民の森としま
す。

海老川調節池上部利用に係る役割分担・
費用負担割合・工程について、県と協議
します。
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） C 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） C 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

特記事項
（課題等）

環境政策課 公園緑地課 河川整備課 環境政策課 公園緑地課

26 27 27 28 29

公園・緑地の整備 公園・緑地の整備 公園・緑地の整備 公園・緑地の整備 風致地区の維持・保全

広域的な整備に向けての関係機関との調整 散歩道や親水空間の整備 散歩道や親水空間の整備 生物多様性保全に資する民有緑地の認定を見据えた取組の推進 風致地区の維持・保全

水辺空間・緑地空間の広域的な整備に向けて、県などとの
調整・検討を進めます。

河川や海の特性を活かした散歩道や親水空間の整備を進
め、水辺とふれあえる場を増やします。

河川や海の特性を活かした散歩道や親水空間の整備を進
め、水辺とふれあえる場を増やします。

国が進めるOECM認定の検討もふまえた生物多様性保全に
資する民有緑地の把握に努めます。

船橋市風致地区条例への理解が浸透するよう、周知を継続
します。

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

機会を捉えて、水辺空間・緑地空間の広
域的な整備に向けて、県などとの調整・
検討を進めます。

長津川調節地やふなばし三番瀬海浜公園
の維持管理について関係部署と調整しつ
つ適正に行います。

準用河川駒込川改修事業の用地買収、樋
管,橋梁実施設計委託及び河道改修、橋梁
架替工事を実施します。

国が進めるOECM認定の動向を注視し、
民有緑地の把握に努めます。

風致地区内での行為の制限等について
ホームページ等で周知を行います。

機会を捉えて、水辺空間・緑地空間の広
域的な整備に向けて、県などとの調整・
検討を進めます。

長津川調節地やふなばし三番瀬海浜公園
の維持管理について関係部署と調整しつ
つ適正に行います。

準用河川駒込川の用地買収、工事を実施
します。

国が進めるOECM認定の動向を注視し、
情報収集等に努めるとともに、庁内各課
が把握する民有緑地等の情報収集を行い
ます。

風致地区内での行為の制限等について
ホームページ等で周知を行います。

県や近隣市等との調整・検討の場はあり
ませんでした。

長津川調節地やふなばし三番瀬海浜公園
の維持管理について関係部署と調整しつ
つ適正に行いました。

準用河川駒込川の用地買収、橋梁実施設
計委託、工事用道路整備工事を実施しま
した。

国が進めるOECM認定の動向を注視し、
情報収集等に努めるとともに、市域にお
ける自然環境サイトの候補地の整理を行
いました。

風致地区内での行為の制限についてホー
ムページで周知したほか、窓口に来た事
業者等に案内を行いました。

機会を捉えて、水辺空間・緑地空間の広
域的な整備に向けて、県などとの調整・
検討を進めます。

長津川調節地やふなばし三番瀬海浜公園
の維持管理について関係部署と調整しつ
つ適正に行います。

準用河川駒込川の用地買収、橋梁架換工
事を実施します。

国が進めるOECM認定の動向を注視し、
情報収集等に努めるとともに自然環境調
査においても民有緑地等の掘り起こしを
行います。

風致地区内での行為の制限等について
ホームページ等で周知を行います。

広域的な整備に向けた情報共有の機会は多くないため、そ
の機会を逃さないように努めます。

風致地区内にて、申請を行わず、建築に着手してしまう
ケースが見受けられことから、適正な指導と制度周知が必
要です。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

特記事項
（課題等）

公園緑地課 環境政策課 農水産課 環境政策課 環境政策課

30 31 31 32 33

風致地区の維持・保全 侵略的外来種対策の推進 侵略的外来種対策の推進 侵略的外来種対策の推進 侵略的外来種対策の推進

風致地区の維持・保全 侵略的外来種の予防・対策の実施 侵略的外来種の予防・対策の実施 侵略的外来種の予防・対策の実施 侵略的外来種の予防・対策の実施

船橋市風致地区条例による申請確認や許可を行い、風致地
区の適正な維持・保全に努めます。

外来種による生態系などへの被害を防止するため、市民・
事業者向けに外来種被害予防三原則などわかりやすい情報
発信を行い、普及啓発を推進するとともに通報時などには
駆除などの適切な対応を実施します。

外来種による生態系などへの被害を防止するため、市民・
事業者向けに外来種被害予防三原則などわかりやすい情報
発信を行い、普及啓発を推進するとともに通報時などには
駆除などの適切な対応を実施します。

外来種駆除に関するイベントの実施を検討します。
市民、事業者から広く外来種情報を収集し、計画的な防除
を視野に入れ、重点的に対策を行う対象種の選定、分布
マップ作成などを実施します。

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

風致地区内での建築行為等について、適
正な指導を行います。

外来種による生態系などへの被害を防止
するため、市民・事業者向けに外来種被
害予防三原則などわかりやすい情報発信
を行い、普及啓発を推進するとともに通
報時などには駆除などの適切な対応を実
施します。

引き続き市内農業者の農業被害をさらに
軽減するため、ハクビシン及びアライグ
マを対象に農水産課でワナを設置し駆除
していきます。

外来種駆除に関するイベントを千葉県や
市民団体と連携して開催します。

ホームページ・ツイッターなどにより市
内で確認される外来種について情報発信
を拡大するとともに、指標種のモニタリ
ングや問い合わせ情報に基づき、分布
マップを作成します。情報を整理した上
で必要に応じて、重点的に対策を行う対
策種を選定します。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

風致地区内での建築行為等について、適
正な指導を行います。

外来種による生態系などへの被害を防止
するため、市民・事業者向けに外来種被
害予防三原則などわかりやすい情報発信
を行い、普及啓発を推進するとともに通
報時などには駆除などの適切な対応を実
施します。

引き続き、市内農業者の農業被害を軽減
するため、ハクビシン及びアライグマを
対象に農水産課でワナを設置し駆除しま
す。

風致地区内での建築行為等について、指
導を行いました。

外来種による生態系などへの被害を防止
するため、HPや広報紙にて、市民・事業
者向けに外来種被害予防三原則などわか
りやすい情報発信を行い、普及啓発を推
進するとともに通報時などには駆除など
の適切な対応を実施しました。

市内農業者の農業被害を軽減するため、
ハクビシン及びアライグマを対象に農水
産課でワナを設置し駆除しました。

次年度の外来種駆除に関するイベントの
実施について骨子を固めました。

ホームページ・ツイッターなどで外来種
の情報発信を図るとともに、外来種を対
象とした市民参加型モニタリングを実施
しました。

外来種駆除に関するイベント開催に関す
る連携先（千葉県、市民団体など）と協
議を開始します。

引き続きホームページ・ツイッターなど
で外来種の情報発信を図るとともに、外
来種を対象とした市民参加型モニタリン
グを実施します。

令和5年度
年度計画

風致地区内での建築行為等について、適
正な指導を行います。

外来種による生態系などへの被害を防止
するため、市民・事業者向けに外来種被
害予防三原則などわかりやすい情報発信
を行い、普及啓発を推進するとともに通
報時などには駆除などの適切な対応を実
施します。

引き続き、市内農業者の農業被害を軽減
するため、ハクビシン及びアライグマを
対象に農水産課でワナを設置し駆除しま
す。

外来種駆除に関するイベントの具体的な
実施（時期、場所、対象外来種、連携内
容）について検討を進め、次年度の実施
に向けて予算要求を行います。

風致地区内にて、申請を行わず、建築に着手してしまう
ケースが見受けられことから、適正な指導と制度周知が必
要です。

外来種に関しての情報発信と市民参加型
モニタリングに引き続き務めるととも
に、分布マップの作成に着手します。

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし ｂ評価 200件 なし 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし c評価 90件 なし 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし c評価 198件 なし 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） A 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし c評価 200件 なし 該当なし

特記事項
（課題等）

環境政策課

35 36

環境政策課 環境政策課

37 3834

環境政策課 環境政策課

侵略的外来種対策の推進 自然環境モニタリングの実施 自然環境モニタリングの実施 自然環境モニタリングの実施 自然環境モニタリングの実施

侵略的外来種の予防・対策の実施 自然環境調査の実施 指標種を用いたモニタリングの実施 指標種を用いたモニタリングの実施 生物多様性保全上重要な地域などの情報整備

地域戦略の施策に応じた、モニタリング対象となる環境や
指標種の選定による調査の重点化を検討します。

生物多様性ホットスポットマップや生態系ネットワーク
マップなどの作成による生物多様性保全上重要な地域や生
態系ネットワークの保全に資する情報整備に努めます。

外来種については、近隣自治体との情報共有および連携し
た対策を講じます。

市内における動植物の分布や生息・生育状況、外来種の侵
入状況を把握するために、概ね10年毎に有識者との相談
や市民団体・研究機関との連携により、自然環境調査を行
います。また、併せて市内の生物多様性の保全などに関す
る位置情報の把握を検討します。

大学などの専門機関と協力し、市内におけるモニタリング
を実施します。モニタリングに当たっては、市内小中学
校、高校、大学、市民団体、事業者など、多様な主体の参
加・連携による継続的モニタリングの計画・実施を検討
し、幅広く情報を共有できるように努めます。

該当なし 動植物種の状況 指標種のモニタリング調査報告件数 なし 該当なし

令和6～7年度に有識者との相談や市民団
体・研究機関との連携により、自然環境
調査を行うとともに市内の生物多様性の
保全などに関する位置情報の把握を行い
ます。

季節に応じた鳥類、昆虫類、植物類のう
ち12種、及び外来種3種、合計15種を指
標種として、市民団体や学校・研究機関
との連携による実施を行い、目標の調査
報告件数を達成します。
また調査結果をマッピング化して公表
し、幅広く情報共有できるようにしま
す。

指標種のモニタリングにおいて、樹林
地、畑地・水田、草地、干潟・浅海域、
河川、公園・緑地等に対応する指標種の
モニタリング件数を整理し、経年的に件
数の変化を追っていきます。
令和6～7年度に実施する自然環境調査の
結果と併せて、重点的にモニタリングし
ていく場所の環境毎の選定を検討しま
す。

指標種のモニタリング結果をマップ化し
て情報集積するとともに、令和6～7年度
の自然環境調査の結果と併せて、生物多
様性ホットスポットマップや生態系ネッ
トワークマップを作成します。

外来種については、近隣自治体との情報
共有し、状況に応じて連携した対策を検
討・実施します。

条件付特定外来生物に指定されたアカミ
ミガメへの対処について、近隣自治体と
情報共有を図りました。

市民（市民団体）等との連携を視野に入
れた調査方法について検討し、予算要求
を行いました。

調査対象の指標種を4種類から1５種類に
拡充し、モニタリング調査を実施すると
ともに調査結果をマッピング化してWeb
上に公開しました。

指標種のモニタリングにおいて、樹林
地、畑地・水田、草地、干潟・浅海域、
河川、公園・緑地等に対応する指標種の
モニタリング件数を整理しました。
また、自然環境調査の予算要求を実施し
ました。

指標種モニタリングを実施するとともに
その結果のマップ化を行いました。
自然環境調査の実施の準備を進める中
で、生態系ネットワークマップに関する
検討を進めました。

外来種については、近隣自治体との情報
共有を図ります。

調査方法等を決定し、自然環境調査に係
る費用について、予算要求を行います。
また、有識者との相談や市民団体・研究
機関との連携を並行して行います。

調査対象の指標種を4種類から1５種類に
拡充し、モニタリング調査を実施すると
ともに調査結果をマッピング化してWeb
上に公開します。

各環境に対応するモニタリング件数を継
続して整理します。
併せて、自然環境調査の予算要求を実施
します。

指標種モニタリングを実施するとともに
その結果のマップ化を行います。
自然環境調査の実施の準備を進める中
で、各種マップの作成について検討しま
す。

各環境に対応するモニタリング件数を継
続して整理します。併せて、自然環境調
査を実施します。

指標種モニタリングを実施するとともに
その結果のマップ化を行います。
また、自然環境調査を実施します。

外来種については、近隣自治体との情報
共有および連携した対策を検討します。

自然環境調査を開始します。

・モニタリング調査及び調査結果の公表
を継続します。
・市民団体や学校・研究機関との連携に
よるモニタリング調査の実施を検討しま
す。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし
①(R7)226ha
②(R7)231ha

累計
156，800㎡

該当なし
令和8年度

60％

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし
①205ha
②223ha

累計
139,600㎡

該当なし 58%

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし
①197ha
②220ha

累計
14１,０５７㎡

該当なし 58%

当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） C 当初年度計画に対する進捗状況（見込） A 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） C 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし
①216ha
②227ha

累計
143,900㎡

該当なし 58%

特記事項
（課題等）

農水産課 公園緑地課 道路維持課 下水道河川管理課 下水道河川計画課

39 39 39 39 39

水量の確保・地下水涵養の促進 水量の確保・地下水涵養の促進 水量の確保・地下水涵養の促進 水量の確保・地下水涵養の促進 水量の確保・地下水涵養の促進

樹林や農地、雨水浸透施設の整備などによる雨水浸透の促進 樹林や農地、雨水浸透施設の整備などによる雨水浸透の促進 樹林や農地、雨水浸透施設の整備などによる雨水浸透の促進樹林や農地、雨水浸透施設の整備などによる雨水浸透の促進 樹林や農地、雨水浸透施設の整備などによる雨水浸透の促進

水源涵養機能を持つ、樹林や農地の保全、市街地における
雨水浸透施設（透水性舗装など）の整備や、雨水浸透ます
の設置を支援し、雨水の浸透を促進、地下水の涵養をはか
ります。また、樹林地の維持管理については、所有者の負
担を軽減する方策について検討します。

水源涵養機能を持つ、樹林や農地の保全、市街地における
雨水浸透施設（透水性舗装など）の整備や、雨水浸透ます
の設置を支援し、雨水の浸透を促進、地下水の涵養をはか
ります。また、樹林地の維持管理については、所有者の負
担を軽減する方策について検討します。

水源涵養機能を持つ、樹林や農地の保全、市街地における
雨水浸透施設（透水性舗装など）の整備や、雨水浸透ます
の設置を支援し、雨水の浸透を促進、地下水の涵養をはか
ります。また、樹林地の維持管理については、所有者の負
担を軽減する方策について検討します。

水源涵養機能を持つ、樹林や農地の保全、市街地における
雨水浸透施設（透水性舗装など）の整備や、雨水浸透ます
の設置を支援し、雨水の浸透を促進、地下水の涵養をはか
ります。また、樹林地の維持管理については、所有者の負
担を軽減する方策について検討します。

水源涵養機能を持つ、樹林や農地の保全、市街地における
雨水浸透施設（透水性舗装など）の整備や、雨水浸透ます
の設置を支援し、雨水の浸透を促進、地下水の涵養をはか
ります。また、樹林地の維持管理については、所有者の負
担を軽減する方策について検討します。

該当なし
①樹林地を維持・保全するための施策の実施面積
②都市公園の総面積

透水性舗装の整備実績 該当なし
流域貯留浸透事業に基づいて整備した雨水貯留浸透施設の
整備率

引き続き事業を実施していきます。

船橋市緑の保存と緑化の推進に関する条
例等に基づき樹林の保全を進めていくほ
か、買収や借地等により都市緑地や市民
の森とすることや、指定樹林に指定を行
います。
また、公園、緑地の計画的な整備を進め
ることで、都市公園の総面積を増加させ
ます。

健全な水循環系の再生を図るため、土地
の保水機能を高める透水性舗装を実施し
ていきます。
計画策定時から年度ごとに実施を重ね、
年度目標値を達成します。
今後も透水性舗装の整備事業を進めてい
きます。

引き続き、県民の森の林地借上げを行い
ます。

船橋市緑の保存と緑化の推進に関する条
例等に基づき樹林の保全を進めていくほ
か、買収や借地等により都市緑地や市民
の森とすることや、指定樹林に指定を行
います。
また、新たな公園用地の買収等を行いま
す。

歩道修繕工事の中で透水性舗装を実施し
ます。

公共下水道接続時の指導や補助金制度に
より、個人住宅への雨水浸透ます等の設
置促進を図ります。

雨水貯留浸透施設を整備します。

公共下水道接続時の指導や補助金制度に
より、個人住宅への雨水浸透ます等の設
置促進を図りました。令和５年度設置把
握数2,024基（令和６年２月）

高郷小学校に雨水貯留浸透施設を設置し
ました。

県民の森の林地借上げを行いました。

宅地開発に伴う帰属等により都市公園を
14箇所新規開設しました。
指定樹林の総数は前年度から7件増加し、
153件となりました。

歩道修繕工事の中で透水性舗装を実施し
ました。

引き続き、県民の森の林地借上げを行い
ます。

船橋市緑の保存と緑化の推進に関する条
例等に基づき樹林の保全を進めていくほ
か、買収や借地等により都市緑地や市民
の森とすることや、指定樹林に指定を行
います。
また、新たな公園適地の模索等行いま
す。

歩道修繕工事の中で透水性舗装を実施し
ます。

公共下水道接続時の指導や補助金制度に
より、個人住宅への雨水浸透ます等の設
置促進を図ります。

設計業務及び関係機関との調整を行いま
す。

近年、近隣からの苦情や高齢化、宅地開発による指定樹林
の解除、樹木の伐採が多く見られます。高齢化等により維
持管理が行き届いていない樹林等に関する苦情が多く寄せ
られています。

施策の実施可能な箇所が減少していることから、目標値を
設定して進捗の管理を行うことが困難になっています。

学校施設の更新予定を把握して、効率的な事業の執行が必
要です。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

公共下水道接続時の指導や補助金制度に
より、個人住宅への雨水浸透ます等の設
置促進を図ります。

流域貯留浸透事業に基づき雨水貯留浸透
施設の整備を行います。
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

特記事項
（課題等）

環境保全課 下水道河川管理課 環境保全課

40 41

廃棄物指導課 環境政策課

42 42 43

水質等の保全水量の確保・地下水涵養の促進 水量の確保・地下水涵養の促進 水質等の保全 水質等の保全

地下水採取の規制 水資源の保全の促進 有害物質の地下浸透禁止の指導 有害物質の地下浸透禁止の指導 産学官連携による海洋プラスチックごみの発生源調査及び発生抑制策の検討

地盤沈下の防止を目的として、千葉県環境保全条例及び船
橋市環境保全条例に基づき、地下水採取の規制を継続しま
す。

雨水貯留施設を使用した雨水の有効利用などを通じて、水
資源の保全を促進します。

有害物質の地下浸透禁止の徹底について指導します。 有害物質の地下浸透禁止の徹底について指導します。
大学や研究機関と連携し、海洋プラスチックごみの発生起
源を分析し、その分析結果をもとに効果的な発生抑制策を
検討します。

該当なし該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

千葉県環境保全条例及び船橋市環境保全
条例に基づき揚水量の監視を実施してい
くとともに、船橋市宅地開発事業に関す
る要綱等の事前協議において地下水採取
の規制に関する指導を行っていきます。

常時水深のある市管理の雨水貯留施設の
保全を行います。
また、雨どい取付型雨水貯留タンクの設
置支援を継続します。

有害物質を取り扱う施設や配管等につい
て、構造や点検方法について法令の基準
に適合しているか立入検査を実施し、地
下に浸透しないよう適正な指導を行って
いきます。

盛土・埋立て行為に対し、搬入土及び事
業の安全性等の指導をすることで土壌の
汚染による有害物質の地下浸透の発生の
未然防止を図ります。
５００㎡または５００㎥以上の搬入土によ
る盛土・埋立て行為に対しては、許可制
度をとることにより土壌の汚染及び災害
の発生の未然防止を図ります。

海洋プラスチックごみの発生起源の分
析、その分析結果をもとにした効果的な
発生抑制策の検討を主な目的とした日本
大学生産工学部との連携協定の窓口とし
て円滑な事業の実施のため、必要に応じ
て適切な手続き等を行います。

連携協定の窓口として円滑な事業の実施
のため、必要に応じて適切な手続き等を
行います。

・千葉県環境保全条例に基づく揚水量調査を実施し
ました（３1事業所）。
・船橋市環境保全条例に基づく揚水量調査を実施し
ました（４7事業所）。
・船橋市宅地開発事業に関する要綱に基づく事前協
議を行いました（７０件）。
・千葉県環境保全条例に基づく届出は5件でした。
・船橋市環境保全条例に基づく届出は４件でした。

常時水深のある市管理の雨水貯留施設の
保全を行いました。
また、雨どい取付型雨水貯留タンクの設
置支援のため補助事業を行いました。

・構造基準について適合しているか立入
検査を実施しました。
・有害物質使用特定施設の設置にあたっ
ては、適正であるか確認しました。

盛土・埋立て行為に対し、搬入土及び事
業の安全性等の指導をすることで土壌の
汚染による有害物質の地下浸透の発生の
未然防止を図りました。
５００㎡または５００㎥以上の搬入土によ
る盛土・埋立て行為に対しては、許可制
度をとることにより土壌の汚染及び災害
の発生の未然防止を図りました。

連携協定における手続きの実施はありま
せんでしたが、「三番瀬クリーンアッ
プ」の開催にあたり、日本大学生産工学
部によるマイクロプラスチック調査を実
施しました。

盛土・埋立て行為に対し、搬入土及び事
業の安全性等の指導をすることで土壌の
汚染による有害物質の地下浸透の発生の
未然防止を図ります。
５００㎡または５００㎥以上の搬入土によ
る盛土・埋立て行為に対しては、許可制
度をとることにより土壌の汚染及び災害
の発生の未然防止を図ります。

千葉県環境保全条例及び船橋市環境保全
条例に基づき揚水量の監視を実施してい
くとともに、船橋市宅地開発事業に関す
る要綱等の事前協議において地下水採取
の規制に関する指導を行っていきます。

常時水深のある市管理の雨水貯留施設の
保全を行います。

有害物質を取り扱う施設や配管等につい
て、構造や点検方法について法令の基準
に適合しているか立入検査を実施し、地
下に浸透しないよう適正な指導を行って
いきます。

千葉県環境保全条例及び船橋市環境保全
条例に基づき揚水量の監視を実施してい
くとともに、船橋市宅地開発事業に関す
る要綱等の事前協議において地下水採取
の規制に関する指導を行っていきます。

常時水深のある市管理の雨水貯留施設の
保全を行います。

有害物質を取り扱う施設や配管等につい
て、構造や点検方法について法令の基準
に適合しているか立入検査を実施し、地
下に浸透しないよう適正な指導を行って
いきます。

盛土・埋立て行為に対し、搬入土及び事
業の安全性等の指導をすることで土壌の
汚染による有害物質の地下浸透の発生の
未然防止を図ります。
５００㎡または５００㎥以上の搬入土によ
る盛土・埋立て行為に対しては、許可制
度をとることにより土壌の汚染及び災害
の発生の未然防止を図ります。

連携協定の窓口として円滑な事業の実施
のため、必要に応じて適切な手続き等を
行います。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

 



28 

 

　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 現状維持 現状維持 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 49件 49件 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 該当なし 49件 49件 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） C 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） C 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 49件 49件 該当なし

特記事項
（課題等）

郷土資料館環境保全課 文化課 文化課 文化課

43 44 45 46 47

水質等の保全 生物多様性と文化のつながりの継承 生物多様性と文化のつながりの継承 生物多様性と文化のつながりの継承 生物多様性と文化のつながりの継承

産学官連携による海洋プラスチックごみの発生源調査及び発生抑制策の検討 生物多様性に関連した文化芸術活動の振興 生物多様性に関する文化財の保存と指定 文化財継承に向けた意識の高揚 博物館・資料館などの充実

大学や研究機関と連携し、海洋プラスチックごみの発生起
源を分析し、その分析結果をもとに効果的な発生抑制策を
検討します。

生物多様性に関連した文化芸術活動の振興を行います。
市内の生物多様性に関する文化財の適正な保存に努めま
す。また、市内の文化財の調査を進め、貴重な文化財につ
いては新たに指定します。

各地域に伝わる文化財と生物多様性の関係性から、昔から
船橋市が生物多様性の恩恵を受けてきたことを伝え、生物
多様性に関連する文化財への関心を高め、将来への継承に
向けた意識の高揚を図ります。

博物館・資料館などの充実により、地域の歴史や文化、伝
統行事などについて紹介し、それらと生物多様性の関係に
ついて、デジタル技術の活用も含めて知る機会の拡充をは
かります。

該当なし 該当なし 指定・登録文化財の数 指定・登録文化財の数 該当なし

市内の生物多様性に関する文化財を適正
に保存し、市内の文化財の調査を進め、
貴重な文化財については新たに指定しま
す。

積極的に文化財に関する普及活動を展開
し、文化財への関心を喚起する事業を展
開していきます。

地域史講座、文化講演会及び企画展を通
して、各時代の環境や暮らしについて、
知る機会を提供します。

日本大学生産工学部との連携協定に基づ
き、海洋プラスチックごみの調査を実施
します。
調査結果をもとに、対策を検討し、発信
していきます。

生物多様性に関連した文化芸術活動の振
興を行うため、生物多様性に関連する事
業の後援を行います。

日本大学生産工学部との連携協定をもと
に、調査を実施します。
調査結果をもとに対策を検討し、発信し
ていきます。

生物多様性に関連した文化芸術活動の振
興を行うため、生物多様性に関連する事
業の後援を行います。

指定・登録文化財を保存します。
指定・登録文化財を保存し市民の関心を
高めます。

地域史講座、文化講演会及び企画展を通
して、各時代の環境や暮らしについて、
知る機会を提供します。

指定・登録文化財を保存し市民の関心を
高めます。

地域史講座、文化講演会及び企画展を通
して、各時代の環境や暮らしについて、
知る機会を提供します。

市民、事業者等へ具体的な対策を発信し
ます。
一事業者として、市が出来る取組を実施
します。

生物多様性に関連した文化芸術活動の振
興を行うため、生物多様性に関連する事
業の後援を行います。

市内の生物多様性に関する文化財を適正
に保存し、市内の文化財の調査を進め、
貴重な文化財については新たに指定しま
す。

後援事業の実施内容については、所管課で指導・提案でき
るものではありません。

・海域、河川、干潟、下水道での調査を
実施しました。
・協定締結から３年が経ち成果報告会を
開催しました。
・身近にできる取組や研究成果につい
て、広報ふなばし、ホームページ、各種
イベントで発信しました。

文化芸術関連事業のうち約70事業を教育
委員会として後援しているが、そのう
ち、生物多様性に関連するものはありま
せんでした。

指定・登録文化財を適正に保存すること
ができる見込みです。

指定・登録文化財等の文化財を保存し、
市民の関心を高めるための普及事業を展
開することが出来ました。

地域史講座、文化講演会及び企画展を通
して、各時代の環境や暮らしについて、
知る機会を提供することができていま
す。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

 



29 

 

　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 1.30% 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 1.20% 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 該当なし 該当なし 0.95% 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ｂ 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） C 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） Ｂ 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） C 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 1.23% 該当なし

特記事項
（課題等）

47

飛ノ台史跡公園博物館 環境政策課 環境政策課 都市計画課 環境政策課

48 49 50 51

生物多様性と文化のつながりの継承 生物多様性を活用したまちづくりの推進 生物多様性を活用したまちづくりの推進

グリーンインフラの考え方に立ったインフラ整備のあり方に関する検討

生物多様性を活用したまちづくりの推進 生物多様性を活用したまちづくりの推進

生物多様性への配慮指針（チェックリスト）の策定 生物多様性への配慮指針（チェックリスト）の策定 開発指導の実施博物館・資料館などの充実

博物館・資料館などの充実により、地域の歴史や文化、伝
統行事などについて紹介し、それらと生物多様性の関係に
ついて、デジタル技術の活用も含めて知る機会の拡充をは
かります。

土地利用の変化を起こす工事において、自主的な生物多様
性への配慮を促すための指針（チェックリスト）及びその
運用方法について、専門的な知識を有する有識者と連携し
ながら、検討を行います。

生物多様性ホットスポットマップや生態系ネットワーク
マップを活用した生物多様性配慮の緑化ガイドライン（地
域の生態系の特徴に応じた緑化の手法）設定を検討しま
す。

環境共生まちづくり条例により、自然環境に配慮した開発
指導を行います。

生物多様性の保全や水循環の確保、温暖化対策、レクリ
エーションなどを兼ね備えたグリーンインフラの考え方に
立ったインフラ整備のあり方について、国内外の事例を参
考にしつつ、市民や大学などの研究機関、関係各課などと
の連携を通じて検討します。

該当なし 該当なし 該当なし
環境共生まちづくり条例第4 条にもとづく「地区環境形成
計画書」による協議締結面積の割合

該当なし

博物館が有する史跡公園を定点とした自
然史資料の収集および調査研究をおこな
い、先史時代から現在までの船橋の自然
史に関する知見を幅広く周知します。

生物多様性への配慮指針（チェックリス
ト）及びその運用方法について、専門的
な知識を有する有識者と連携し、検討・
策定します。
導入にあたっては民間での適用前に公共
工事における適用が考えられるため、庁
内で連携した検討を行い、公共工事にお
ける適用を開始します。

指標種のモニタリング結果をマップ化や
令和6～7年度の自然環境調査と併せて、
生物多様性ホットスポットマップや生態
系ネットワークマップを作成するととも
に、他自治体の情報を収集し、生物多様
性配慮の緑化ガイドラインの設定につい
て検討します。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

宅地開発事業等に伴う自然環境を悪化さ
せる影響に対し、配慮するよう地区環境
形成計画書の提出及び協議締結を求めま
す。

環境共生まちづくり条例第３条第３項及
び第４条に基づき、宅地開発事業等に伴
う自然環境を悪化させる影響に対し、配
慮するよう地区環境形成計画書の提出及
び協議締結を求めます。

庁内照会等の機会において、グリーンイ
ンフラの考え方にたった意見を提出しま
す。
なお、遊休農地のグリーンインフラの考
え方にたった活用については有識者等と
情報共有するとともに、庁内で連携を図
り検討を進め、方向性を取りまとめま
す。

自然史資料の収集および調査研究をおこ
ない、その成果を企画展や研究論文等で
周知します。

生物多様性への配慮指針（チェックリス
ト）の導入について、市の関連手続きの
把握・整理を実施し、今後の方向性を検
討します。

指標種モニタリングを実施するとともに
その結果のマップ化を行います。
自然環境調査の実施の準備を進める中
で、各種マップの作成について検討しま
す。

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

庁内照会等の機会において、グリーンイ
ンフラの考え方にたった意見を提出して
いきます。
また、令和６年度からの自然環境調査へ
遊休農地（主に谷津田）に関する調査を
取り入れることについて検討を行いま
す。

・令和６年２月１０日～３月17日に小企画展「船
橋の貝からみた海の変化」を開催し、当館所蔵の約
３０万年前から現在までの化石や貝殻を展示し、過
去の海の環境変化を紹介しました。
・『当館紀要２０号』に史跡公園で採集した陸産貝
類の記載論文「飛ノ台史跡公園の陸産貝類相』を発
表しました。
・昭和期まで継続していた胡粉産業と材料である貝
塚産ハマグリを用いたワークショップをおこない、
地域の歴史と生物多様性についてい知る機会を提供
しました。

市の関連手続きを把握するとともに、地
域ごとの特性に適した配慮指針を見据
え、市域の生態系ネットワークマップの
作成に着手しました。

指標種モニタリングを実施するとともに
その結果のマップ化を行いました。
自然環境調査の実施の準備を進める中
で、生態系ネットワークマップに関する
検討を進めました。

自然史資料の収集および調査研究をおこ
ない、その成果を企画展や研究論文等で
周知します。

生物多様性への配慮指針（チェックリス
ト）の導入について、庁内協議を開始
し、方向性を見定めます。

指標種モニタリングを実施するとともに
その結果のマップ化を行います。
また、自然環境調査を開始します。

宅地開発事業等に伴う自然環境を悪化さ
せる影響に対し、配慮するよう地区環境
形成計画書の提出及び協議締結を求めま
す。

庁内照会等の機会において、グリーンイ
ンフラの考え方にたった意見を提出して
いきます。
また、自然環境調査における有休農地
（主に谷津田）に関する調査を実施しま
す。

宅地開発事業での協議において、船橋市で定めた基準以上
の環境に配慮した計画を求めることは、維持管理やコスト
の面で難しいです。

令和５年度地区環境形成計画書
　提出件数：２５件
　そのうち協議締結件数：２件

他市の遊休農地に係る事例の調査を行う
とともに、自然環境調査への谷津田に関
する調査の組み入れの検討・谷津田を含
めた自然を活用した防災・減災に関する
市域のポテンシャルの整理を進めまし
た。

令和6年度
年度計画
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） A 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ｂ 当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ｂ

最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） Ｂ 最終目標に対する進捗状況（見込） Ｂ

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

特記事項
（課題等）

市民向けのアクションプラン等で、省エ
ネとともに緑のカーテンを呼びかけま
す。
また、公共施設において緑のカーテンに
取り組むよう働きかけます。

民有林について、ナラ枯れの防除を行い
被害の拡大防止を図ります。

事業者により整備される芝生広場につい
て、関係課と協議を行い、災害時の避難
対策を強化します。

宅地開発の指導の際に雨水貯留槽の設置
や緑地の適切な配置等指導します。都市
公園の整備や再整備の際に非常時に利用
できる防災施設や耐火性のある樹種の導
入などにより防災施設の強化を図りま
す。

開放型調整池の多面的利用を行います。

市民向けのアクションプラン等で、省エ
ネとともに緑のカーテンを呼びかけま
す。
また、公共施設において緑のカーテンに
取り組むよう働きかけます。

JR南船橋駅南口市有地活用事業（官民連
携事業）において、グリーンインフラの
持つ様々な機能を有効活用し、憩いと賑
わいの創出を図り、さらに、災害時の避
難対策を強化します。

雨水貯留浸透対策や植栽や緑地の蒸発散
効果を活用したヒートアイランド現象の
緩和策を実施します。
都市公園の整備や再整備の際に非常時に
利用できる防災施設や耐火性のある樹種
の導入などにより防災施設の強化を図り
ます。

開放型調整池の多面的利用を行います。

政策企画課 公園緑地課 下水道河川管理課 環境政策課 農水産課

52 52 52 53 53

生物多様性を活用したまちづくりの推進 生物多様性を活用したまちづくりの推進 生物多様性を活用したまちづくりの推進 生物多様性を活用したまちづくりの推進 生物多様性を活用したまちづくりの推進

グリーンインフラの防災・減災やまちづくり等への活用 グリーンインフラの防災・減災やまちづくり等への活用 グリーンインフラの防災・減災やまちづくり等への活用 生物多様性を活用した温暖化対策の推進 生物多様性を活用した温暖化対策の推進

グリーンインフラの多面的機能を防災・減災やあたらしい
まちづくりへ活用又は導入することを検討します。

グリーンインフラの多面的機能を防災・減災やあたらしい
まちづくりへ活用又は導入することを検討します。

グリーンインフラの多面的機能を防災・減災やあたらしい
まちづくりへ活用又は導入することを検討します。

地球温暖化対策推進のため、森林と緑地の保全と整備、公
共施設内の緑地保全および道路沿道の緑化などを推進しま
す。

地球温暖化対策推進のため、森林と緑地の保全と整備、公
共施設内の緑地保全および道路沿道の緑化などを推進しま
す。

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

開放型調整池の多面的利用を行います。

市民向けのアクションプラン等で、省エ
ネとともに緑のカーテンを呼びかけま
す。
また、公共施設において緑のカーテンに
取り組むよう働きかけます。

引き続き、ナラ枯れ枯損木について伐
倒・処分を行い、被害の拡大防止を図り
ます。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

当初年度計画通りに事業者により整備さ
れる芝生広場について、関係課と協議を
行い、災害時の避難対策を強化しまし
た。

宅地開発の指導の際に雨水貯留槽の設置
や緑地の適切な配置等指導を行いまし
た。

開放型調整池の多面的利用にむけて関係
部署と協議を行いました。

市民向けのアクションプラン等で、省エ
ネとともに緑のカーテン育成を呼びかけ
ました。
また、公共施設においても緑のカーテン
育成に取り組むため、学校、保育園等に
ゴーヤの苗を配布しました。

民有林1箇所においてナラ枯れ枯損木9本
の伐採・焼却処分を実施予定です。
また、防除材（粘着シート）を森林ボラ
ンティア団体3団体に配付しました。

引き続き、ナラ枯れ枯損木について伐
倒・処分を行い、被害の拡大防止を図り
ます。
また、防除材（粘着シート）を森林ボラ
ンティア団体等に配付します。

事業者と協議を行い、芝生広場を活用し
た憩いと賑わいの創出を図ります。

宅地開発の指導の際に雨水貯留槽の設置
や緑地の適切な配置等指導します。都市
公園の整備や再整備の際に非常時に利用
できる防災施設や耐火性のある樹種の導
入などにより防災施設の強化を図りま
す。
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

（令和7年度）
55団体

17路線 該当なし 該当なし
（令和7年度）

120箇所

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

35団体 12路線 該当なし 該当なし 103箇所

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

27団体 11路線 該当なし 該当なし 99箇所

当初年度計画に対する進捗状況（見込） C 当初年度計画に対する進捗状況（見込） C 当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ｂ 当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ｂ 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） C 最終目標に対する進捗状況（見込） C 最終目標に対する進捗状況（見込） Ｂ 最終目標に対する進捗状況（見込） Ｃ 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

45団体 13路線 該当なし 該当なし 112箇所

特記事項
（課題等）

緑の機能の評価が高い樹林地を買収や借
地等により都市緑地や市民の森とするほ
か、公共的な空間や花壇の整備を推進
し、まちなかの緑を創出します。

年度毎に計画した路線を対象に順次改植
を実施していきます。
また、改植対象樹木を含めた路線を一連
で改植するのではなく、緊急度の高い樹
木をスポット的に改植します。

これまでに引き続き、学校施設の緑地等
を適切に維持管理します。

バイオマス燃料の活用の目途をつけま
す。

公園、緑地の計画的な整備を進めるほ
か、公園内の花壇の整備を推進し、まち
なかの緑を創出します。

公園緑地課 道路維持課 施設課 農水産課 公園緑地課

53 53 53 54 55

生物多様性を活用したまちづくりの推進 生物多様性を活用したまちづくりの推進 生物多様性を活用したまちづくりの推進 生物多様性を活用したまちづくりの推進 生物多様性を活用したまちづくりの推進

生物多様性を活用した温暖化対策の推進 生物多様性を活用した温暖化対策の推進 生物多様性を活用した温暖化対策の推進 生物多様性を活用した温暖化対策の推進 まちの中の緑の創出

地球温暖化対策推進のため、森林と緑地の保全と整備、公
共施設内の緑地保全および道路沿道の緑化などを推進しま
す。

地球温暖化対策推進のため、森林と緑地の保全と整備、公
共施設内の緑地保全および道路沿道の緑化などを推進しま
す。

地球温暖化対策推進のため、森林と緑地の保全と整備、公
共施設内の緑地保全および道路沿道の緑化などを推進しま
す。

農地などの管理で発生する剪定枝などのバイオマス燃料と
しての活用推進を検討します。

公園や緑地の整備、道路の緑化を進めます。また、雨水浸
透へ配慮するなど周囲の自然環境とのつながりを意識した
植樹、花壇の整備などにより、市街地部に花や緑を増やし
ます。市民への助成や啓発については、より効果の高い方
法を柔軟に検討します。

花いっぱいまちづくり参加団体数 街路樹改植済み路線数 該当なし 該当なし ふれあい花壇実施箇所数

都市緑地や市民の森となりうる候補地の
検討・調査のほか、公共的な空間に花を
植えている団体に花の苗などの費用を助
成します。

街路樹の剪定、消毒、枯損木伐採等を
行っていきます。
また、補植、改植も行います。

学校施設の緑地等を適切に維持管理しま
す。

引き続き、関係機関と検討会を実施しま
す。

新たな公園用地や既存の借地公園につい
て買収を行うほか、既存公園の拡張工事
を行います。清掃委託をされている団体
等に花苗等を配布し、花壇の維持管理を
行っていただきます。

都市緑地や市民の森となりうる候補地の
検討・調査のほか、公共的な空間に花を
植えている団体に花の苗などの費用を助
成します。

街路樹の剪定、消毒、枯損木伐採等を
行っていきます。
また、補植、改植も行います。

学校施設の緑地等を適切に維持管理しま
す。

引き続き、関係機関と検討会を実施しま
す。

新たな公園適地を模索するほか、既存公
園の拡張工事を実施します。
清掃委託をされている団体等に花苗等を
配布し、花壇の維持管理を行っていただ
きます。

市民への助成や啓発について、限られた予算の中で、より
効果の高い方法を模索する必要があります。

経年による樹木の衰弱や老朽化による改植対象樹木の増、
及び樹木の根上りによる周辺構造物補修事業費の増によ
り、計画に遅れが生じています。

市民への助成や啓発について、限られた予算の中で、より
効果の高い方法を模索する必要があります。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

宅地開発に伴う帰属による都市緑地を1箇
所新規開設しました。
また、花いっぱいまちづくり助成金制度
により公共的な空間に花を植えている団
体に花の苗などの費用を助成しました。

計画路線の改植は、令和４年度に完了し
ました。計画の改植完了後は、緊急度の
高い樹木の改植をスポット的に行いま
す。
令和５年度は対象となる街路樹はありま
せんでした。

適宜、樹木剪定等を行いました。
生産者1件に依頼し、ECサイトで薪とし
て試験販売をおこないました。

宅地開発に伴う帰属等により都市公園を
14箇所新規開設しました。
また、ふれあい花壇事業により公園等の
清掃委託をされている団体に99箇所の公
園内花壇に花を植えていただきました。
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

17路線 該当なし 該当なし 該当なし

①2,300人以
上
②3,000人以
上

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

12路線 該当なし 該当なし 該当なし
①2,000人
②1,425人

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

11路線 該当なし 該当なし 該当なし
①2,227人
②1,820人

当初年度計画に対する進捗状況（見込） C 当初年度計画に対する進捗状況（見込） A 当初年度計画に対する進捗状況（見込） D 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） C 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） D 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

13路線 該当なし 該当なし 該当なし
①2,100人
②2,100人

特記事項
（課題等）

年度毎に計画した路線を対象に順次改植
を実施していきます。
また、改植対象樹木を含めた路線を一連
で改植するのではなく、緊急度の高い樹
木をスポット的に改植します。

身近なところでもできる生物多様性配慮
の事例集や手引きなどを作成します。

（一社）船橋市観光協会がアンデルセン
公園、三番瀬海浜公園、環境学習館をツ
アーの行程の中に取り入れ、自然を体感
できるよう場をつくります。

生物多様性に関するイベント等を実施し
ます。

道路維持課 環境政策課 商工振興課 公園緑地課 環境政策課

55 56 57 57 58

生物多様性を活用したまちづくりの推進 生物多様性を活用したまちづくりの推進 生物多様性を活用したまちづくりの推進 生物多様性を活用したまちづくりの推進 環境学習機会の拡充

まちの中の緑の創出 生物多様性配慮に関する身近でわかりやすい手引き等の作成 生物多様性を活用した観光の振興 生物多様性を活用した観光の振興 生物多様性についての学習機会の増加

公園や緑地の整備、道路の緑化を進めます。また、雨水浸
透へ配慮するなど周囲の自然環境とのつながりを意識した
植樹、花壇の整備などにより、市街地部に花や緑を増やし
ます。市民への助成や啓発については、より効果の高い方
法を柔軟に検討します。

身近なところでもできる生物多様性配慮の事例集や手引き
などを作成します。 生物多様性を活用した観光の振興を図ります。 生物多様性を活用した観光の振興を図ります。

環境フェアなどのイベントや市民の学習会や研修会への講
師の派遣、公民館事業における環境に関する講座の実施に
より、日常生活と生物多様性の関わりや保全の必要性、持
続可能な利用について学べる機会を増やし、参加を促しま
す。
また、イベントのオンライン配信やオンライン講座の実施
について検討します。

街路樹改植済み路線数 該当なし 該当なし 該当なし
①環境に関する講座の参加延人数　　②環境フェア来場者数

ふなばし環境フェア、セミのぬけがら調
査といった生物多様性に関するイベント
を実施し、生物多様性等について学べる
機会を増やします。
また、イベントのオンライン配信やオン
ライン講座を実施します。

街路樹の剪定、消毒、枯損木伐採等を
行っていきます。また、補植、改植も行
います。

生物多様性配慮の事例集や手引きの素案
を作成に着手します。

（一社）船橋市観光協会がアンデルセン
公園、三番瀬海浜公園、環境学習館をツ
アーの行程の中に取り入れ、自然を体感
できるよう場をつくります。

指定管理者によってふなばし三番瀬海浜
公園やアンデルセン公園においてイベン
トを開催します。

（一社）船橋市観光協会によるツアーは
実施されませんでした。

ふなばし三番瀬海浜公園やアンデルセン
公園において、指定管理者が生物と触れ
合えるイベントを実施しました。

ふなばし環境フェア、セミのぬけがら調
査といった生物多様性に関するイベント
を実施し、生物多様性等について学べる
機会を増やします。
また、イベントのオンライン配信やオン
ライン講座を実施します。

ふなばし環境フェア、セミのぬけがら調査と
いった生物多様性に関するイベントを実施
し、普及啓発を行いました。
「ふなばし三番瀬環境学習館」では、指定管
理者によるワークショップ等を通じて、学習
機会を提供しています。
新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み、オ
ンラインのワークショップを活用し、市内外
の方が学習館を知る、利用するきっかけを広
げています。

街路樹の剪定、消毒、枯損木伐採等を
行っていきます。また、補植、改植も行
います。

生物多様性配慮の事例集や手引きを完成
させ、市ホームページで公開します。

（一社）船橋市観光協会がアンデルセン
公園、三番瀬海浜公園、環境学習館をツ
アーの行程の中に取り入れ、自然を体感
できるよう場をつくります。

指定管理者によってふなばし三番瀬海浜
公園やアンデルセン公園においてイベン
トを開催します。

ふなばし環境フェア、セミのぬけがら調
査といった生物多様性に関するイベント
を実施し、生物多様性等について学べる
機会を増やします。
また、イベントのオンライン配信やオン
ライン講座を実施します。

経年による樹木の衰弱や老朽化による改植対象樹木の増、
及び樹木の根上りによる周辺構造物補修事業費の増によ
り、計画に遅れが生じています。

観光施設としての受け入れ体制や施設整備などの課題があ
ります。

利用者のニーズを把握し、イベント等の周知をさらに強化
する必要があります。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

計画路線の改植は、令和４年度に完了し
ました。計画の改植完了後は、緊急度の
高い樹木の改植をスポット的に行う予定
です。
なお、令和５年度は対象となる街路樹は
ありませんでした。

生物多様性配慮の事例集や手引きの素案
作成に着手しました。
作成にあたっては、中学生・高校生・大
学院生・一般の方で構成した企画委員会
を立ち上げて内容の検討を進めました。
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 2,300人以上 該当なし 3回

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 2,000人 該当なし 2回

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 該当なし 2,227人 該当なし 2回

当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 2,100人 該当なし 2回

特記事項
（課題等）

クリーン推進課 公園緑地課 中央公民館 指導課 環境政策課

59 6058 58 58

環境学習機会の拡充 環境学習機会の拡充 環境学習機会の拡充 環境学習機会の拡充環境学習機会の拡充

生物多様性についての学習機会の増加 生物多様性についての学習機会の増加 生物多様性についての学習機会の増加 年齢や学習段階に応じた環境教育の推進 家庭における関心・意識の向上

環境フェアなどのイベントや市民の学習会や研修会への講
師の派遣、公民館事業における環境に関する講座の実施に
より、日常生活と生物多様性の関わりや保全の必要性、持
続可能な利用について学べる機会を増やし、参加を促しま
す。また、イベントのオンライン配信やオンライン講座の
実施について検討します。

環境フェアなどのイベントや市民の学習会や研修会への講
師の派遣、公民館事業における環境に関する講座の実施に
より、日常生活と生物多様性の関わりや保全の必要性、持
続可能な利用について学べる機会を増やし、参加を促しま
す。また、イベントのオンライン配信やオンライン講座の
実施について検討します。

環境フェアなどのイベントや市民の学習会や研修会への講
師の派遣、公民館事業における環境に関する講座の実施に
より、日常生活と生物多様性の関わりや保全の必要性、持
続可能な利用について学べる機会を増やし、参加を促しま
す。また、イベントのオンライン配信やオンライン講座の
実施について検討します。

小中学校などにおいて、年齢や学習段階に応じた生物多様
性に関する環境教育の推進を支援します。

家庭においても、生物多様性への関心や意識が向上するよ
うな取組を推進します。

環境新聞「エコふなばし」発行回数該当なし 該当なし 環境に関する講座の参加延人数 該当なし

イベントに出展し、ごみの減量や正しい
分別方法、路上喫煙及びポイ捨て防止等
について啓発するほか、まちづくり出前
講座に講師として職員を派遣し、本市の
ごみ事情及びごみの分別や排出方法等を
説明することで市民の学習活動の一助と
します。
また、市公式Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）や
市ホームページ、ごみ分別アプリ「さん
あ～る」等を介して、オンラインにおけ
る市の能動的な発信による意識啓発、学
習の機会を増やします。

生物多様性に関するイベント等を実施し
ます。

公民館で実施している環境に関する事業
について、今後も継続していくものと
し、生物多様性についての学習機会を提
供していきます。

小中学校において、各教科や総合的な学
習の時間などで年齢や発達段階に応じた
生物多様性に関する環境学習の推進を支
援します。

家族での参加が多いふなばし環境フェ
ア、セミのぬけがら調査を開催すること
で、家庭においても、生物多様性への関
心が高まるように図ります。
また、家庭で生物多様性に関心を持って
もらえるように、環境新聞「エコふなば
し」において生物多様性に関する記事を
掲載します。

・イベントへの出展やまちづくり出前講
座への参加を継続します。
・Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）のアンケート
機能を用い、オンラインでごみクイズ等
を断続的に実施します。

指定管理者によってふなばし三番瀬海浜
公園やアンデルセン公園においてイベン
トを開催します。

公民館で実施している環境に関する事業
等について、今後も継続していくものと
し、生物多様性についての学習機会を提
供していきます。

・小中学校においては、生活科、理科に
加え総合的な学習の時間においても環境
学習が進められるよう支援します。

家族での参加が多いふなばし環境フェ
ア、セミのぬけがら調査を開催すること
で、家庭においても、生物多様性への関
心が高まるように図ります。
また、家庭で生物多様性に関心を持って
もらえるように、環境新聞「エコふなば
し」において生物多様性に関する記事を
掲載します。

・環境フェアや地域のイベントに出展
し、ごみクイズを通じて正しい分別方法
等を周知したほか、まちづくり出前講座
を７回実施する見込みです。
・Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）のアンケート
機能を用い、オンラインでごみクイズ等
については、令和６年３月に実施する予
定ですが、断続的には実施することがで
きませんでした。

ふなばし三番瀬海浜公園やアンデルセン
公園において、指定管理者が生物と触れ
合えるイベントを実施しました。

公民館で実施している環境に関する事業
について、新型コロナウイルス感染対策
を継続のうえ実施することで、生物多様
性についての学習機会を提供できまし
た。

・各教科の学習指導要領に則り、各学校
の実態や地域性に応じて環境学習を実施
しました。
・全小中学校で、総合的な学習の時間に
おいて環境についての探究課題を設定
し、授業を行いました。要請訪問や学校
訪問等で、次年度の環境学習への積極的
な取り組みを各学校へ促しました。

家族での参加が多いふなばし環境フェ
ア、セミのぬけがら調査を開催すること
で、家庭においても、生物多様性への関
心が高まるように図りました。
また、家庭で生物多様性に関心を持って
もらえるように、環境新聞「エコふなば
し」と環境新聞「エコふなプラス」を各
１回発行し、生物多様性に関する記事を
掲載しました。

・イベントへの出展やまちづくり出前講
座への参加を継続します。
・市ホームページからの問い合わせ内容
を分析し、頻度の高い質問、重要度の高
い質問についてはＦＡＱとして市ホーム
ページ等に掲載します。

指定管理者によってふなばし三番瀬海浜
公園やアンデルセン公園においてイベン
トを開催します。

公民館で実施している環境に関する事業
等について、今後も継続していくものと
し、生物多様性についての学習機会を提
供していきます。

・小中学校においては、生活科、理科に
加え総合的な学習の時間においても環境
学習が進められるよう支援します。

家族での参加が多いふなばし環境フェ
ア、セミのぬけがら調査を開催すること
で、家庭においても、生物多様性への関
心が高まるように図ります。
また、家庭で生物多様性に関心を持って
もらえるように、環境新聞「エコふなば
し」において生物多様性に関する記事を
掲載します。

オンラインによる講座は実施方法の一つではあるが、参加
する対象によっては、なかなかオンライン講座に参加でき
ない方もいるので、実施方法について更なる検討が必要と
なります。

総合的な学習の時間における環境教育について、各学年の
発達段階に応じた授業づくりができるよう、要請訪問や学
校訪問等で支援していきます。

利用者のニーズを把握し、イベント等の周知をさらに強化
する必要があります。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 3回 該当なし 該当なし 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 2回 該当なし 該当なし 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 2回 該当なし 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ａ 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） Ａ 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 2回 該当なし 該当なし 該当なし

特記事項
（課題等）

公園緑地課 指導課指導課

61 6260

環境学習機会の拡充 環境学習機会の拡充環境学習機会の拡充

環境情報の提供 学校等でのビオトープ創りの支援家庭における関心・意識の向上

市民や事業者の目に留まる機会を増やすため、商業施設や
駅での情報発信、ごみ分別アプリ「さんあ～る」を利用し
た情報提供などを行います。

身近に自然を体験できる場所として、学校などでのビオ
トープ創りを支援します。

家庭においても、生物多様性への関心や意識が向上するよ
うな取組を推進します。

該当なし 該当なし

ジャンボ市等のイベント情報を広報ふな
ばしやホームページに掲載します。

・各学校で設けているビオトープを学校
の実態に応じて教材として活用します。
・学校からの要請に応じてビオトープの
学習での活用方法について支援します。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

ジャンボ市等のイベント情報を広報ふな
ばしやホームページに掲載します。

・各学校で設けているビオトープを学校
の実態に応じて教材として活用します。
・学校からの要請に応じて学習での活用
方法について支援します。

ジャンボ市等のイベント情報を広報ふな
ばしやホームページに掲載しました。

・各学校におけるビオトープの設置状況
について調査を行ったところ、現在、各
学校で設けているビオトープは小学校１
８校、中学校３校です。
・ビオトープ設置校は、各学校の実態に
応じて理科や生活科の教材として活用し
ています。
・学校からビオトープに関する要請は特
にありませんでした。

ジャンボ市等のイベント情報を広報ふな
ばしやホームページに掲載します。

・各学校で設けているビオトープを学校
の実態に応じて教材として活用します。
・学校からの要請に応じて学習での活用
方法について支援します。

ふなばし三番瀬環境学習館への校外学習
を通じて各家庭へ情報を発信します。

環境新聞「エコふなばし」の発行を年2回
行い、環境情報の提供を行います。

多くの方に周知できるよう、情報発信の媒体を拡大する必
要があります。

ビオトープの設置は維持管理が困難な面があるため、設
置・管理について、学校からの要請に応じて適切に助言し
ていきます。

環境政策課

・各種広報手段による情報提供を継続し
ます。
・町会・自治会が運用するホームページ
やＳＮＳへ情報掲載を依頼する等、新た
な情報発信ツールを検討します。

61

環境学習機会の拡充

環境情報の提供

市民や事業者の目に留まる機会を増やすため、商業施設や
駅での情報発信、ごみ分別アプリ「さんあ～る」を利用し
た情報提供などを行います。

クリーン推進課

61

環境学習機会の拡充

環境情報の提供

市民や事業者の目に留まる機会を増やすため、商業施設や
駅での情報発信、ごみ分別アプリ「さんあ～る」を利用し
た情報提供などを行います。

該当なし 環境新聞「エコふなばし」発行回数 該当なし

ふなばし三番瀬環境学習館を始めとした
生物多様性に関する施設等の広報資料を
学校を通して家庭に配布し、情報発信を
行います。

環境新聞「エコふなばし」の発行を年3回
行い、環境情報の提供を行います。

町会・自治会を通じた、加入世帯等に対
する「家庭ごみの出し方・リサちゃんだ
より」の配布のほか、市公式Ｘ（旧Ｔｗ
ｉｔｔｅｒ）や市ホームページ、ごみ分
別アプリ「さんあ～る」、船橋駅南口付
近に設置している電光掲示板等による発
信を通じて、ごみの減量や正しい分別方
法、路上喫煙及びポイ捨て防止等につい
て意識啓発を図ります。
令和８年度以降も継続して実施します。

環境新聞「エコふなばし」の発行を年2回
行い、環境情報の提供を行います。

ふなばし三番瀬環境学習館への校外学習
を通じて各家庭へ情報を発信します。

ふなばし三番瀬環境学習館への校外学習
を通じて各家庭へ情報を発信しました。

環境新聞「エコふなばし」に加え、環境
新聞「エコふなプラス」を新たに発行
し、合わせて年２回の発行により環境情
報の提供を行いました。

・広報ふなばし・ごみ分別アプリ「さん
あ～る」・エコふなばし・リサちゃんだ
よりプラス・デジタルサイネージなど
様々な媒体を活用して、情報発信に努め
ました。
・市公式Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）への投
稿頻度は昨年度の１２回から今年度は２
４回に増やしました。

・各種広報手段による情報提供を継続し
ます。
・市公式Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）への投
稿頻度を上げること等により、情報提供
の機会を増やします。

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

 



35 

 

　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 2,600人 該当なし 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 2,200人 該当なし 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 該当なし 4,210人 該当なし 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） A 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） A 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 2,600人 該当なし 該当なし

特記事項
（課題等）

公園緑地課商工振興課

65 65

環境学習機会の拡充 環境学習機会の拡充

ふなばし三番瀬海浜公園の利用の推進 ふなばし三番瀬海浜公園の利用の推進

ふなばし三番瀬海浜公園を活用し、海や海洋生物、鳥など
の自然と親しみ、自然を学び、憩える場としての利用の推
進をはかります。

ふなばし三番瀬海浜公園を活用し、海や海洋生物、鳥など
の自然と親しみ、自然を学び、憩える場としての利用の推
進をはかります。

該当なし 該当なし該当なし

ふなばし三番瀬海浜公園を活用するた
め、環境学習館や広報部署と連携をとっ
て利用の推進を図ります。

利用者の安全確保と自然環境の保全を目
的とする利用ルールをまとめた行政指導
指針を施行し、周知のために看板を設置
し、禁止事項と共に生物多様性を周知す
る内容を掲載します。

関係部署と連携を図って利用を推進しま
す。

利用者の安全確保と自然環境の保全を目
的とする利用ルールをまとめた行政指導
指針を施行し、周知のために看板を設置
し、禁止事項と共に生物多様性を周知す
る内容を掲載します。

ふなばし三番瀬海浜公園を活用するため
環境学習館や広報部署と連携を図ってい
ます。

利用者の安全確保と自然環境の保全を目
的とする利用ルールをまとめた行政指導
指針を施行し、周知のために看板を設置
し、禁止事項と共に生物多様性を周知す
る内容を掲載しました。

アンデルセン公園の風車の改修工事をデ
ンマークの技師に依頼します。

都市緑地や市民の森となりうる候補地の
検討・調査を行います。

ふなばし環境フェア、ふなばし三番瀬ク
リーンアップを開催します。また、ふな
ばし三番瀬環境学習館においては、野鳥
観察会や干潟の生きもの探検といった対
面でのワークショップやオンラインワー
クショップを開催します。

アンデルセン公園の風車の改修工事をデ
ンマークの技師に依頼し、工事を実施し
ました。

宅地開発に伴う帰属等による都市緑地を1
箇所新規開設しました。

ふなばし環境フェア、ふなばし三番瀬ク
リーンアップを開催しました。また、ふ
なばし三番瀬環境学習館においては、野
鳥観察会や干潟の生きもの探検といった
対面でのワークショップやオンライン
ワークショップを開催しました。

関係部署と連携を図って利用を推進しま
す。

利用者の安全確保と自然環境の保全を目
的とする利用ルールをまとめた行政指導
指針を施行し、周知のために看板を設置
し、禁止事項と共に生物多様性を周知す
る内容を掲載します。

禁止行為の抑止に行政指導指針に強制力がなく条例化も馴
染まないとされ、増加する迷惑行為への対応に苦慮してい
ます。

利用者のニーズを把握し、イベント等の周知を図る必要が
あります。

アンデルセン公園やふなばし三番瀬海浜
公園などの施設の修繕等を行います。

都市緑地や市民の森となりうる候補地の
検討・調査を行います。

ふなばし環境フェア、ふなばし三番瀬ク
リーンアップを開催します。また、ふな
ばし三番瀬環境学習館においては、野鳥
観察会や干潟の生きもの探検といった対
面でのワークショップやオンラインワー
クショップを開催します。

周辺状況を考慮するとともに、利用者が安全・安心して利
用できる公園整備が必要です。

自然性の高い地域を把握したうえで、緑地等の整備を進め
る必要性があります。

公園緑地課

63

公園緑地課

64

環境政策課

65

環境学習機会の拡充

ふなばし三番瀬海浜公園の利用の推進

環境学習機会の拡充

自然性の高い地域を緑地や市民の森として整備

環境学習機会の拡充

自然にふれあうことのできる場所の維持･整備の推進

野外レクリエーション施設などの自然にふれあうことので
きる場所の維持･整備を進めるとともに、散歩道の整備な
どにより、自然を体験できるネットワークの形成をはかり
ます。

自然性の高い地域を緑地や市民の森として整備し、森林
浴・バードウォッチングなど自然とふれあえる場として提
供します。

ふなばし三番瀬海浜公園を活用し、海や海洋生物、鳥など
の自然と親しみ、自然を学び、憩える場としての利用の推
進をはかります。

アンデルセン公園やふなばし三番瀬海浜
公園などの施設の改修や維持管理を計画
的に実施します。

緑の機能の評価が高い樹林地を買収や借
地等により都市緑地や市民の森としま
す。

ふなばし環境フェア、ふなばし三番瀬ク
リーンアップを開催し、ふなばし三番瀬
海浜公園を活用します。また、ふなばし
三番瀬環境学習館においては、野鳥観察
会や干潟の生きもの探検といった対面で
のワークショップやオンラインワーク
ショップを開催し、三番瀬やそこに住む
生物の紹介を行い、ふなばし三番瀬海浜
公園の利用促進に努めます。

該当なし
ふなばし三番瀬環境学習館で実施する野外ワークショップ
の参加者数

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

58,000人 3,000人 該当なし 該当なし 3,000人

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

51,700人 2,450人 該当なし 該当なし 2,450人

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

62,４00人 3,227人 該当なし 該当なし 3,227人

当初年度計画に対する進捗状況（見込） A 当初年度計画に対する進捗状況（見込） A 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） A

最終目標に対する進捗状況（見込） A 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

58,000人 2,600人 該当なし 該当なし 2,600人

特記事項
（課題等）

公園緑地課 中央公民館

67 67

環境学習機会の拡充環境学習機会の拡充環境学習機会の拡充

自然とふれあう機会の増加 自然とふれあう機会の増加自然とふれあう機会の増加

自然観察会や自然散策会などの各種体験イベントを開催
し、広くPRを行うことで、自然に関する体験学習の機会
や、レクリエーションの機会を増加させます。

自然観察会や自然散策会などの各種体験イベントを開催
し、広くPRを行うことで、自然に関する体験学習の機会
や、レクリエーションの機会を増加させます。

該当なし 自然観察会などの参加延人数

アンデルセン公園やふなばし三番瀬海浜
公園にて自然と触れ合えるイベントを指
定管理者に実施していただきます。

小学生向けにハッピーサタデー等におい
て自然と触れ合う機会の事業を実施し、
また成人、高齢者向けに自然観察会等の
事業を今後も継続して実施していきま
す。

指定管理者によってふなばし三番瀬海浜
公園やアンデルセン公園においてイベン
トを開催します。

小学生向けにハッピーサタデー等におい
て自然と触れ合う機会の事業を実施し、
また成人、高齢者向けに自然観察会等の
事業を今後も継続して実施していきま
す。

ふなばし三番瀬海浜公園やアンデルセン
公園において、指定管理者が生物と触れ
合えるイベントを実施しました。

小学生を対象にしたハッピーサタデーで
は、地域の公園等で自然教室等を実施し
ました。また成人向けには、公民館の近
隣地域の里山巡りや電車やバスを利用
し、少し足を伸ばした場所で自然散策等
を実施しました。

潮干狩りの実施するための環境整備を実
施します。

ふなばし三番瀬環境学習館で、市内小・
中学校等を対象とする校外学習プログラ
ム及びオンラインも活用したワーク
ショップの実施等を通じて環境保全の意
識醸成を図りました。

夏休みセミのぬけがら調査やふなばし三
番瀬環境学習館が実施するワークショッ
プ等によって自然に関する体験学習の機
会を設けました。

指定管理者によってふなばし三番瀬海浜
公園やアンデルセン公園においてイベン
トを開催します。

小学生向けにハッピーサタデー等におい
て自然と触れ合う機会の事業を実施し、
また成人、高齢者向けに自然観察会等の
事業を今後も継続して実施していきま
す。

自然観察会や散策は、少ない職員やボランティアの協力を
得て実施しているが、人により歩く速度が違うなど個人差
があるため、遅れる人がいないよう確認する必要がありま
す。

公園前の人工海浜施設の今後の活用について、関係機関を
含み協議を行っていきます。

夏休みセミのぬけがら調査やふなばし三
番瀬環境学習館が実施するワークショッ
プ等によって自然に関する体験学習の機
会を設けます。

潮干狩りの実施するための環境整備を実
施します。

環境政策課

66

環境政策課 商工振興課

6767

環境学習機会の拡充

ふなばし三番瀬環境学習館での学習

ふなばし三番瀬環境学習館において、貴重な干潟である三
番瀬などの地域資源を活かした環境についての学びをオン
ラインも活用して推進し、環境意識の醸成をはかります。

自然観察会や自然散策会などの各種体験イベントを開催
し、広くPRを行うことで、自然に関する体験学習の機会
や、レクリエーションの機会を増加させます。

自然観察会や自然散策会などの各種体験イベントを開催
し、広くPRを行うことで、自然に関する体験学習の機会
や、レクリエーションの機会を増加させます。

ふなばし三番瀬環境学習館で、市内小・
中学校等を対象とする校外学習プログラ
ム及びオンラインも活用したワーク
ショップの実施等を通じて環境保全の意
識醸成を図ります。

ふなばし三番瀬環境学習館の総利用者数 自然観察会などの参加延人数 該当なし

自然観察会や自然散策会などの各種体験
イベントを開催し、広くPRを行うこと
で、自然に関する体験学習の機会や、レ
クリエーションの機会を増やしていきま
す。

潮干狩りの実施するための環境整備を実
施します。

環境学習機会の拡充

自然とふれあう機会の増加

ふなばし三番瀬環境学習館で、市内小・
中学校等を対象とする校外学習プログラ
ム及びオンラインも活用したワーク
ショップの実施等を通じて環境保全の意
識醸成を図ります。

夏休みセミのぬけがら調査やふなばし三
番瀬環境学習館が実施するワークショッ
プ等によって自然に関する体験学習の機
会を設けます。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

潮干狩りの実施するための環境整備を実
施しました。

ふなばし三番瀬環境学習館で、市内小・
中学校等を対象とする校外学習プログラ
ム及びオンラインも活用したワーク
ショップの実施等を通じて環境保全の意
識醸成を図ります。
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし
180人

（累計）
60人 該当なし 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 累計35人 30人 該当なし 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 集計中 30人 該当なし 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ｂ 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B（暫定） 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） Ｂ 最終目標に対する進捗状況（見込） B（暫定） 最終目標に対する進捗状況（見込） C 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 累計55人 30人 該当なし 該当なし

特記事項
（課題等）

ふなばしエコカレッジ卒業生数

ふなばしエコカレッジを開講し、生物多様性に関する取組
の後継者やリーダーを育成し、将来に向けた継続的な活動
を促します。令和5年度の本格的な実施をめざし、運営に
あたっては市民団体と協働し、エコカレッジ卒業生が生物
多様性保全活動に参加できるよう支援を行います。

ふなばしエコカレッジの開講

人材育成の実施

ふなばしエコカレッジ卒業後の体験入団数該当なし

70

環境政策課

人材育成の実施

人材育成の実施

市民・団体・事業者に対して、生物多様性の取組を促進す
るための人材育成を実施します。

ふなばしエコカレッジを開講し、市民や
団体に対して生物多様性の取組を促進す
るための人材育成を実施します。
事業者に対しては生物多様性についての
講演を実施します。

引き続き、漁業体験・講座を実施し、市
民の漁業への理解を図ります。

ふなばしエコカレッジを開講し、その中
で実習講座を市民団体への参加として、
団体の人員確保等の支援を図ります。
事業者に対しては生物多様性についての
講演を実施します。

漁業体験・講座を実施し、市民の漁業へ
の理解を図りました。

ふなばしエコカレッジを開講し、30人が
修了しました。その中で実習講座を市民
団体への参加として、団体の人員確保等
の支援を図りました。
事業者に対しての講演は実施できていま
せんが、イケアジャパンとの連携により
市民向けのサステナブルツアーを開催し
ました。この内容を基に事業者への講演
会等について検討しました。

引き続き、漁業体験・講座を実施し、市
民の漁業への理解を図ります。

ふなばしエコカレッジを開講した。その
中で実習講座を市民団体への参加とし
て、団体の人員確保等の支援を図りま
す。
事業者に対しては生物多様性についての
講演を実施します。

環境政策課 環境政策課

71 72

多様な主体の取組の支援 多様な主体の取組の支援環境学習機会の拡充

市民が自らの手で実行できる行動の推進 多様な主体の支援・活性化三番瀬や漁業への理解の促進

地域における生物多様性に関する取組を推進する市民・団
体・事業者などの支援・活性化をはかります。

外来種の駆除など、市民が自らの手で実行できる生物多様
性に関する取組について、広報紙やホームページ、イベン
トでの動画による情報提供などを行います。

該当なし 該当なし

外来種の駆除など、市民が自らの手で実
行できる生物多様性に関する取組につい
て、広報紙やホームページ、イベントで
の動画による情報提供などを行います。

ふなばし環境フェアおよび環境パネル展
において、環境保全活動やボランティア
活動を紹介します。
また、ふなばしエコカレッジの実習講座
を市民団体への参加として、団体の人員
確保等の支援を図ります。
その他市民団体の要望に適宜対応してい
きます。

市民の漁業に対する認知度を向上させ、
ホンビノス貝やスズキ、海苔など船橋の
水産物のさらなるPRにもつなげます。

ふなばしエコカレッジを開講し、生物多
様性に関する取組の後継者やリーダーを
育成し、将来に向けた継続的な活動を促
します。
運営にあたっては市民団体と協働し、エ
コカレッジ卒業生が生物多様性保全活動
に参加できるよう支援を行います。

市内でよく見られる外来種についての情
報を広報紙やホームページに掲載し、必
要に応じ、対象種を拡大していきます。
イベント等で活用できる動画について、
他市町村の状況等を調べ、検討を行いま
す。

ふなばし環境フェアおよび環境パネル展
において、環境保全活動やボランティア
活動を紹介します。
ふなばしエコカレッジの実習講座を市民
団体への参加として、団体の人員確保等
の支援を図ります。

市内でよく見られる外来種についての情
報を広報紙やホームページに掲載しまし
た。
イベント等で使用できる動画について
は、環境省等の動画を確認し、活用を検
討しました。

ふなばし環境フェアおよび環境パネル展
において、環境保全活動やボランティア
活動を紹介しました。
ふなばしエコカレッジの実習講座を市民
団体への参加として、団体の人員確保等
の支援を図りました。

市内でよく見られる外来種についての情
報を広報紙やホームページに掲載し、必
要に応じ、対象種を拡大していきます。
イベント等で動画を利用していきます。

ふなばし環境フェアおよび環境パネル展
において、環境保全活動やボランティア
活動を紹介します。
ふなばしエコカレッジの実習講座を市民
団体への参加として、団体の人員確保等
の支援を図ります。

ふなばしエコカレッジ第３期を市民団体
と協働しながら開講します。
エコカレッジ卒業生が生物多様性保全活
動に参加できるよう支援をします。

前年度の反省から、定員を30人として講義・フィールド
ワーク等を行い、フィールドワークについての個人の充実
度は向上したように見受けられた。目標としている卒業生
数と各個人への効果を鑑みて、今後の事業展開を考える必
要がある。

農水産課

68

東京湾の貴重な干潟になっている三番瀬で行われている海
苔養殖やアサリの生産などの漁業の講座や漁業体験などを
通じて、市民の三番瀬や漁業への理解の促進をはかりま
す。

環境政策課

69

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

ふなばしエコカレッジ第２期を開講し、
30人が修了しました。
エコカレッジ修了生には市事業に関する
ボランティア参加に呼びかけを行うな
ど、生物多様性保全活動につながる情報
提供を行いました。

ふなばしエコカレッジ第２期を開講しま
す。
エコカレッジ卒業生が生物多様性保全活
動に参加できる支援体制を構築し、支援
します。
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 増加 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 増加 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 該当なし 該当なし 13クラブ 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ｂ 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ｂ

最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） Ｂ 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） Ｂ

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 該当なし 該当なし 増加 該当なし

特記事項
（課題等）

環境政策課

73

多様な主体の取組の支援

取組の実施者に対する表彰・取組の紹介

市民協働課

74

多様な主体の取組の支援

情報の提供、交流の場、作業の場の提供の継続・拡大

市民活動サポートセンターにおいて、市民の生物多様性に
関する情報の提供、交流の場、作業の場の提供を継続・拡
大します。

生物多様性に関する取組の実施者に対する表彰や環境新聞
などで取組みを紹介し、持続的な活動を促進します。

生物多様性に関する取組の実施者に対す
る表彰や環境新聞、市ホームページなど
で取組みを紹介し、持続的な活動を促進
していきます。

利用者へのアンケート調査などを通じ
て、市民活動サポートセンターが利用者
のニーズを満たす場となるよう、柔軟な
施設運営に取り組みます。

環境政策課

75

多様な主体の取組の支援

事業者を対象とした生物多様性に関する普及啓発

市内に事業所をもつ事業者を対象とした生物多様性に関す
る普及啓発の機会を設けます。また、普及啓発にあたって
は、他自治体の事例研究や専門的な知識を有する有識者や
教育・研究機関、市民団体などとの協力体制の構築をはか
ります。

市内に事業所をもつ事業者を対象とした
生物多様性に関する普及啓発の機会を、
市と包括連携協定を結んでいる事業者と
連携して設けます。
平行して、他自治体における事業者への
普及啓発について事例収集し、適切な体
制を構築していきます。

該当なし該当なし該当なし

環境政策課 市民協働課

76 77

こどもエコクラブなど子どもたちの生物多様性に関する取
組を推進・支援します。

市民活動サポートセンターにおいて、市が収集した情報を
基に、生物多様性に関する取組に興味を持つ市民や団体を
つなぐコーディネート機能を持たせることについて検討し
ます。また、「ふなばし市民力発見サイト」を活用した、
市民や団体同士の生物多様性に関する活動の情報や人材の
交流促進、市の助成金などの活動支援情報の積極的発信に
取り組みます。

子どもエコクラブ登録団体数 該当なし

小中学校や市内のこどもエコクラブのサ
ポーターにイベント等の案内を行いま
す。
また、ふなばし三番瀬環境学習館にて積
極的に市内外の校外学習を受け入れま
す。

小中学校や市内のこどもエコクラブのサ
ポーターにイベント等の案内を行いま
す。
また、ふなばし三番瀬環境学習館にて積
極的に市内外の校外学習を受け入れま
す。

生物多様性に関する取組の実施者の情報
を収集します。また、生物多様性に関す
る取組の実施者に対する表彰を行いま
す。

情報の提供、交流の場、作業の場の提供
を継続します。
アンケート結果を踏まえ、新たな取り組
みを検討し、必要性や効果性があると判
断したものを実施します。

市内に事業所をもつ事業者を対象とした
生物多様性に関する普及啓発の機会を、
市と包括連携協定を結んでいる事業者と
連携して設けます。
他自治体における事業者への普及啓発に
ついて事例を収集します。

小中学校や市内のこどもエコクラブのサ
ポーターにイベント等の案内を行いまし
た。
また、ふなばし三番瀬環境学習館にて積
極的に市内外の校外学習を受け入れまし
た。

生物多様性に関する取組の実施者の情報
を収集しました。また、生物多様性に関
する取組の実施者に対する表彰を検討し
ましたが、今年度は該当者がいないため
表彰はありませんでした。

環境保全活動に取り組む市民活動団体に
対し、市民活動サポートセンターを打ち
合わせや情報発信の場所として提供しま
した。
また、令和４年度に実施した利用者アン
ケートを結果を踏まえ、利用団体の課題
解決を目的とした講座を実施しました。

事業者に対しては生物多様性も関わる講
演を見据え、船橋市と包括連携協定を結
んでいるイケアジャパンと連携し市民向
けのサステナブルツアーを実施しまし
た。
また、千葉県生物多様性センターが主催
する「生物多様性ちば企業ネットワー
ク」に関して、情報収集に努めました。

小中学校や市内のこどもエコクラブのサ
ポーターにイベント等の案内を行いま
す。
また、ふなばし三番瀬環境学習館にて積
極的に市内外の校外学習を受け入れま
す。

市内に事業所をもつ事業者を対象とした
生物多様性に関する普及啓発の機会を、
市と包括連携協定を結んでいる事業者と
連携して設けます。
他自治体における事業者への普及啓発に
ついて事例を収集します。

子どもたちの取組の推進・支援 市民や団体をつなぐコーディネート実施の検討

多様な主体の取組の支援 多様な主体の連携の促進

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

中間支援機能に資する具体策を検討しま
す。
市からの情報発信を継続するとともに、
ふなばし市民力発見サイトの活用促進を
進めます。

市民活動サポートセンターにおいて、環
境保全活動などに興味を持つ市民に対
し、市民活動団体の情報を提供しまし
た。
また、ふなばし市民力発見サイト登録
ユーザーを対象に個別の操作サポートを
実施しました。

中間支援機能に資する具体策を検討しま
す。
市からの情報発信を継続するとともに、
ふなばし市民力発見サイトの活用促進を
進めます。

市民活動サポートセンターの中間支援機
能に資する具体策を検討します。
市からの情報発信を継続するとともに、
ふなばし市民力発見サイトが積極的な情
報発信の場になるよう、利用者の操作支
援を含めた活用促進を進めます。

生物多様性に関する取組の実施者の情報
を収集し、環境新聞や市ホームページに
情報を掲載できないか検討します。ま
た、生物多様性に関する取組の実施者に
対する表彰を行います。

情報の提供、交流の場、作業の場の提供
を継続します。
新たな取り組みの評価を進め、必要に応
じて見直しを図ります。
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　課名

　取組番号

基本的な施策

取組

具体的な取組

関連する
目標指標

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 9,500人 該当なし 該当なし

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 8,600人 該当なし 該当なし

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

目標指標の
実績見込値

該当なし 約4,140人 街頭なし 該当なし

当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ｂ 当初年度計画に対する進捗状況（見込） Ｂ 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B 当初年度計画に対する進捗状況（見込） B

最終目標に対する進捗状況（見込） Ｂ 最終目標に対する進捗状況（見込） Ｂ 最終目標に対する進捗状況（見込） B 最終目標に対する進捗状況（見込） B

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

目標指標の
目標値

該当なし 8,900人 該当なし 該当なし

特記事項
（課題等）

環境政策課

78

多様な主体の連携の促進

地域コミュニティの活性化の推進

町内会などの地域社会が健全に機能している地域は、住民
の環境保全に対する意識が高く、ごみのリサイクルや地域
の環境保全活動も活発に行われている傾向があることか
ら、一人ひとりの自発的な環境保全への取組を推進するた
め、地域社会におけるコミュニケーションをはかり、地域
コミュニティの活性化に寄与します。

クリーン推進課

78

多様な主体の連携の促進

地域コミュニティの活性化の推進

町内会などの地域社会が健全に機能している地域は、住民
の環境保全に対する意識が高く、ごみのリサイクルや地域
の環境保全活動も活発に行われている傾向があることか
ら、一人ひとりの自発的な環境保全への取組を推進するた
め、地域社会におけるコミュニケーションをはかり、地域
コミュニティの活性化に寄与します。

環境政策課

79

多様な主体の連携の促進

多様な主体との連携による広域的な取組の推進

河川に関する課題や東京湾全体の問題である青潮など、広
範囲な取組が必要とされる課題については、国や県、近隣
市、事業者、団体、大学、関係機関などと積極的に情報交
換をしながら協力体制を形成し、有効な取組を推進しま
す。

該当なし 船橋をきれいにする日参加人数 該当なし

町会・自治体へのゴーヤ苗の配布について、参加数が減少
傾向であったことから今年度より配布をやめる予定でした
が、町会からの強い要望があり、配布を行いました。
来年度、町会・自治会向けに配布を行うかどうか検討しま
す。

環境政策課

80

多様な主体の連携の促進

生物多様性情報室における連携の促進

市民団体への生物多様性情報室の周知をはかるために、関
連部署と連携した広報を実施します。また、多様な主体の
連携を促進するため、生物多様性情報室の利用を促進する
ための取組を実施します。

該当なし

市民団体への生物多様性情報室の周知を
はかるために、関連部署と連携した広報
を実施します。
また、多様な主体の連携を促進するた
め、生物多様性情報室の利用を促進する
ための取組を実施します。

三番瀬の再生については、近隣市による
情報共有・連携した普及啓発などを通し
て実施します。
その他河川や印旛沼に係る取組について
適宜様々な主体と連携して取り組みま
す。

緑のカーテンのモデル地区を設定し、市
民の自発的な環境意識の向上に努めま
す。

道端に散乱するごみを一掃し、船橋をき
れいなまちにすると共にポイ捨て防止の
啓発を図るため、町会・自治会・市民団
体・企業、市等が一体となり、市内で一
斉に美化活動を行う「船橋をきれいにす
る日」を開催します。
令和８年度以降も継続して実施します。

令和８年度
時点での取組
（最終目標）

三番瀬の生きものを写真で紹介したり、
生物多様性情報室にまつわる千葉県のパ
ネルの展示や、自然環境に関連するチラ
シやパンフレットの配架、環境団体等の
パネル展示を行い、生物多様性に関する
情報の発信を行います。

三番瀬の再生に係る共通の話題につい
て、地元４市で、所管施設にて情報交換
を行い、今後の連携した取組を検討しま
す。

希望する市民にゴーヤの苗を配布し、緑
のカーテンの普及に努めます。

「船橋をきれいにする日」を開催しま
す。

三番瀬の生きものを写真で紹介したり、
生物多様性情報室にまつわる千葉県のパ
ネルの展示や、自然環境に関連するチラ
シやパンフレットの配架、環境団体等の
パネル展示を行い、生物多様性に関する
情報の発信を行いました。
生物多様性情報室はリニューアル検討中
であり、市民団体のパネル展示を含めた
形での検討を進めました。

・令和５年１１月１９日に第４３回「船
橋をきれいにする日」を開催し、１４．
４トンのごみが集められました。
・参加者数が低迷している点が課題と考
えています。

地元4市でふなばし三番瀬環境学習館に
て、三番瀬に関する現在の考え方等につ
いて意見交換や情報共有を行いました。

希望する市民及び強い要望があった２つ
の町会にゴーヤの苗を配布し、緑のカー
テンの普及に努めました。

三番瀬の生きものを写真で紹介したり、
生物多様性情報室にまつわる千葉県のパ
ネルの展示や、自然環境に関連するチラ
シやパンフレットの配架、環境団体等の
パネル展示を行い、生物多様性に関する
情報の発信を行います。

三番瀬の再生に係る共通の話題につい
て、県と地元４市で情報共有を行うとと
もに他市の施設紹介を相互に行うなどの
連携した普及啓発を行います。

希望する市民にゴーヤの苗を配布し、緑
のカーテンの普及に努めます。

「船橋をきれいにする日」を開催しま
す。

-

令和5年度
年度計画

令和5年度
実績見込

令和6年度
年度計画

 


